
は
じ
め
に

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
て
か
ら
こ
の
四
月
二
六
日
で
二
〇
年
に
な
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
こ
の
二
〇
年

間
、
原
子
力
研
究
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
二
〇
世
紀
の
原
子
力
開
発
が
引
き
起
こ
し
た
不
始
末
の
ひ
と
つ
で
あ
る
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
と
は
ど
ん
な
事
故
だ
っ
た
の
か
解
明
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。こ
の
機
会
に
、チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
を「
経
験
」し
た
人
に
は
改
め
て
考
え
て
頂
き
、「
経
験
」し
て
い
な
い
人
に
は
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、

ど
ん
な
事
故
だ
っ
た
の
か
私
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
原
子
力
資
料
情
報
室
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
原
発
で
大
事
故
が
起
き
る
と
、
周
辺
の
地
域
社
会
が
丸
ご
と
消

滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
生
活
基
盤
の
喪
失
は
、
失
業
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
被
災
者
に
二
重
三
重
の

苦
難
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
関
わ
り
な
が
ら
最
近
私
が
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
科
学
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
い
う
災
厄
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
た
こ
と
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
い
う
災
害
全
体
か
ら
み
れ
ば
ひ

と
つ
の
側
面
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
考
え
る
た
め
の
材
料
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

二
〇
〇
六
年
三
月
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2

「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

そ
の
日
の
前
日
、
一
九
八
六
年
四
月
二
五
日（
金
）、
旧
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和

国
に
あ
る「
レ
ー
ニ
ン
記
念
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
」の
４
号
炉
は
、
点

検
補
修
の
た
め
、
二
年
前
の
運
転
開
始
以
来
は
じ
め
て
の
停
止
作
業
に
入
っ
た
。

当
時
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
は
、
最
新
鋭
の
R
B
M
K
型
原
子
炉（
電
気
出
力

一
〇
〇
万
kW
）が
四
基
運
転
さ
れ
、
さ
ら
に
５
・
６
号
炉
が
突
貫
工
事
で
建
設
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

R
B
M
K
と
は
ロ
シ
ア
語
で「
チ
ャ
ン
ネ
ル
型
大
出
力
炉
」の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
構
造
か
ら
い
え
ば「
黒
鉛
減
速
・
軽
水
沸
騰
冷
却
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
炉
」と
な

る
。
も
と
も
と
は
、
原
爆
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
の
た
め
に
作
ら
れ
た
原
子
炉
を

発
電
用
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
R
B
M
K
炉
の
特
徴
は
、
運
転
中
に
燃

料
を
交
換
で
き
る
こ
と
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
数
を
増
や
し
て
大
出
力
化
が
容
易
な
こ

と
、
圧
力
容
器
の
よ
う
な
大
型
重
量
物
の
輸
送
が
な
い
の
で
内
陸
立
地
が
容
易
な

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
弱
点
と
し
て
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
が
一
六
六
一
本

も
あ
り
制
御
が
複
雑
に
な
る
こ
と
、
炉
心
部
で
蒸
気
の
泡
が
増
え
る
と
出
力
が
増

加
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
こ
と（
プ
ラ
ス
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
）、
制
御
棒
全
数

を
引
き
抜
い
た
よ
う
な
極
端
な
条
件
下
の
と
き
に
制
御
棒
を
い
っ
せ
い
に
挿
入
す

写真1　建設中のチェルノブイリ原発1号炉

そ
の
前
日

3

る
と
出
力
が
上
昇
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
）、
な
ど
で
あ
っ
た
。
後
の
二
つ
の
欠
点
は
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
直
接
つ
な
が
る
原
因
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
欠
陥
の
存
在
は
、
運
転
員
た
ち
に
は
周
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た 

  （1）

。

　

４
号
炉
が
停
止
す
る
機
会
に
合
わ
せ
て
、
あ
る
電
源
装
置
の
テ
ス

ト
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
停
電
が
起
き
て
原
子
炉
が
停

止
し
た
際
に
、
緊
急
用
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
き
始
め
る
ま
で

の
間
の
緊
急
ポ
ン
プ
電
源
と
し
て
、
タ
ー
ビ
ン
の
慣
性
回
転
を
用
い

て
発
電
す
る
非
常
用
電
源
の
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
  （2）

。

　

四
月
二
五
日
午
前
一
時
、
４
号
炉
で
は
、
予
定
に
従
っ
て
定
格（
熱

出
力
三
二
〇
万
kW
）か
ら
の
出
力
降
下
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
。一
三
時

五
分
、
熱
出
力
一
六
〇
万
kW
ま
で
下
が
っ
た
と
き
に
、
二
台
の
タ
ー

ビ
ン
の
う
ち
ひ
と
つ
が
切
り
離
さ
れ
た
。
そ
の
ま
ま
出
力
降
下
を
継

続
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
キ
エ
フ
の
給
電
司
令
部
か
ら
の

要
請
に
よ
り
、
出
力
五
〇
％
で
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
五
日
二
三
時
一
〇
分
、
出
力
降
下
が
再
開
さ
れ
た
。
二
六
日
午

前
〇
時
、
運
転
当
直
が
ト
レ
グ
ブ
班
か
ら
ア
キ
モ
フ
班
に
交
代
し
た

（
各
班
四
名
）。
そ
の
直
後
、
出
力
制
御
系
の
切
り
替
え
の
際
、
出
力

が
異
常
に
低
下
し
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
電
源
テ

ス
ト
は
熱
出
力
七
〇
〜
一
〇
〇
万
kW
で
お
こ
な
う
予
定
だ
っ
た
。
こ

の
機
会
を
逃
が
す
と
、
次
の
機
会
は
何
年
か
先
に
な
っ
て
し
ま
う
。

図1　RBMK 型原発のしくみ

その前日

4

「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

四
月
二
六
日
、
４
号
炉
の
制
御
室
に
い
た
の
は
運
転
班
や
電
源
テ
ス
ト
要
員
な
ど
一
四
人
で
、
現
場
の
責
任
者
は
、

発
電
所
副
技
師
長
の
ジ
ャ
ト
ロ
フ
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
の
指
令
に
よ
り
、
原
子
炉
の
出
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

炉
心
部
に
残
っ
て
い
た
制
御
棒
が
順
に
引
き
抜
か
れ
た
。
午
前
一
時
す
ぎ
、
熱
出
力
二
〇
万
kW
で
な
ん
と
か
安
定
し
た

と
こ
ろ
で
、
予
定
以
下
の
出
力
で
電
源
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
  （1）

。

　

午
前
一
時
二
三
分
四
秒
、
タ
ー
ビ
ン
へ
の
蒸
気
弁
が
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
慣
性
回
転
を
利
用
し
た
電
源
テ
ス
ト
が
は
じ

ま
っ
た
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
に
よ
る
と
、
電
源
テ
ス
ト
中
、
原
子
炉
の
出
力
は
安
定
し
て
お
り
、
運
転
員
の
操
作
や
警
報
の

作
動
を
う
な
が
す
よ
う
な
兆
候
は
何
も
な
か
っ
た
。
一
時
二
三
分
四
〇
秒
、
原
子
炉
を
止
め
よ
う
と
、
制
御
棒
を
い
っ

せ
い
に
挿
入
す
る
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
A
Z

－

５
を
押
し
た
こ
と
が
事

故
の
発
端
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
制
御
棒
の
い
っ
せ
い
挿
入
に
よ

り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
が
発
生
し
、
炉
心
下
部
で
の
出
力
が
急
上

昇
し
、一
部
の
燃
料
棒
さ
ら
に
は
圧
力
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
が
破
壊
さ
れ
、

大
量
の
蒸
気
が
発
生
し
た
。
炉
心
で
の
蒸
気
発
生
は
、
そ
の
プ
ラ
ス

の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
に
よ
り
、
さ
ら
に
強
力
な
出
力
暴
走
を
も
た

ら
し
、
原
子
炉
と
そ
の
建
屋
が
爆
発
炎
上
す
る
に
至
っ
た
。
後
の
解

析
に
よ
る
と
、
A
Z

－

５
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
六
〜
七
秒
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。事
故
の
目
撃
者
に
よ
る
と
、何
度
か
の
爆
発
が
あ
り
、

四
月
二
六
日
未
明
、
４
号
炉
が
爆
発
炎
上
し
た

写真２　破壊された４号炉

5

花
火
の
よ
う
な
火
柱
が
夜
空
に
上
が
っ
た
。

　

事
故
経
過
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
諸
説
が
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ソ
連
政
府
が
事
故
原
因
の
見
直
し
を
お
こ

な
っ
た
、
一
九
九
一
年
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
  （3）

に
従
っ
て
い
る
。

　

事
故
の
第
一
報
が
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
党
中
央
に
届
い
た
の
は
午
前
三
時
だ
っ
た
。
午
前
九
時
に
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の

第
一
陣
が
出
発
し
、
昼
過
ぎ
に
現
場
に
到
着
し
た
。
被
曝
医
療
チ
ー
ム
も
到
着
し
、
急
性
放
射
線
症
状
で
プ
リ
ピ
ャ
チ

市
の
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
た
消
防
士
や
原
発
職

員
の
な
か
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
の
病
院
に
送
る
重
症

患
者
を
選
別
し
た
。
さ
ら
に
、ソ
連
副
首
相
シ
チ
ェ

ル
ビ
ナ
が
到
着
し
、
彼
を
議
長
と
す
る
ソ
連
政
府

事
故
委
員
会
が
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
に
設
置
さ
れ
た
。

破
壊
さ
れ
た
炉
心
で
は
黒
鉛
火
災
が
発
生
し
、
大

量
の
放
射
能
放
出
が
続
い
て
い
た
。
二
六
日
夜
に

開
か
れ
た
政
府
委
員
会
の
最
初
の
仕
事
は
、

　
　

原
子
炉
の
火
災
を
ど
う
や
っ
て
消
す
か

　
　

住
民
の
避
難
を
ど
う
す
る
か

を
決
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
火
災
は
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

か
ら
砂
、
鉛
、
ホ
ウ
素
を
投
下
し
て
消
火
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
議
論
の
末
、
シ
チ
ェ
ル
ビ
ナ

の
決
断
に
よ
り
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
民
を
翌
二
七
日

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
  （4）

。

図２　炉心部の構造

4月26日未明、4号炉が爆発炎上した



6
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四
月
二
六
日
の
天
気
は
快
晴
だ
っ
た
。プ
リ
ピ
ャ
チ
市（
人
口
約
五
万
人
）の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、そ
の
日
の
う
ち
に

原
発
で
事
故
が
起
き
た
こ
と
を
知
っ
た
が
、
多
く
の
人
は
ふ
だ
ん
通
り
の
土
曜
日
を
過
ご
し
た
  （4）

。
店
に
は
買
い
物
客

が
い
っ
ぱ
い
で
、
ホ
ー
ル
で
は
結
婚
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
な
か
に
は
煙
を
吐
く
４
号
炉
を
眺
め
な
が
ら
ア
パ
ー
ト
の
屋

上
で
日
光
浴
を
決
め
込
ん
だ
人
も
い
た（
い
つ
に
な
く
日
焼

け
し
た
ら
し
い
）。
被
曝
を
お
そ
れ
て
、
窓
を
閉
め
て
家
に

こ
も
っ
た
の
は
一
部
の
人
だ
け
だ
っ
た
。
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
民

に
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
二
六
日
未
明
の
爆
発
に
と
も
な
っ
て

放
出
さ
れ
た
膨
大
な「
熱
い
放
射
能
」が
町
を
直
撃
し
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
放
射
能
雲
は
、
原
子
炉
か
ら
ほ
ぼ
西

の
方
向
に
流
さ
れ
、
風
下
約
五
キ
ロ
に
わ
た
り
松
の
木
が
数

日
で
枯
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
被
曝
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

　

二
七
日
に
な
っ
て
風
が
北
向
き
と
な
り
、
プ
リ
ピ
ャ
チ

市
の
放
射
線
量
が
上
が
り
は
じ
め
た
。
午
前
七
時
の
線
量
率

は
一
時
間
当
り
二
〜
六
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
昼
ご

ろ
、 「
皆
さ
ん
、
原
発
で
の
事
故
に
関
連
し
て
、
避
難
が
布

告
さ
れ
ま
し
た
。
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、
必
要
な
も
の
と

周
辺
30 

キ
ロ
か
ら
12
万
人
が
避
難
し
た

 図３　原発・プリピャチ市街図
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三
日
分
の
食
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
は
一
四
時
に
開
始
さ
れ
ま
す
」 と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
た
。
キ
エ
フ
市
か
ら
動
員
さ
れ
た
一
二
〇
〇
台
の
バ
ス
が
、
各
ア
パ
ー
ト
に
横
付
け
さ
れ
二
時
間
ほ
ど
で
四
万
五
〇

〇
〇
人
の
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
民
が
避
難
し
た
。
当
局
が
恐
れ
て
い
た
パ
ニ
ッ
ク
は
起
き
な
か
っ
た
。
避
難
し
た
人
の
多
く

は
、
三
日
で
家
に
も
ど
れ
る
も
の
と
思
っ
た
が
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
で
の
生
活
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

原
発
周
辺
は
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
を
除
き
、
昔
な
が
ら
の
農
村
地
帯
で
あ
る
。
原
発
労
働
者
が
住
ん
で
い
た
プ
リ
ピ
ャ

チ
市
の
避
難
が
す
ば
や
く
お
こ
な
わ
れ
た
の
に
比
べ
、
三
〇
キ
ロ
圏
の
住
民
は

し
ば
ら
く
、
何
も
知
ら
さ
れ
ず
放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
た
。
三
〇
キ
ロ
圏

住
民
の
強
制
的
避
難
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
事
故
か
ら
一
週
間
た
っ
た
五
月
二

日
の
こ
と
だ
っ
た
。
五
月
三
日
か
ら
避
難
が
は
じ
ま
り
、
ほ
ぼ
一
週
間
か
け
て

三
〇
キ
ロ
圏
住
民
の
避
難
が
完
了
し
た
。
農
村
か
ら
の
避
難
は
、
プ
リ
ピ
ャ
チ

市
の
場
合
に
比
べ
、
は
る
か
に
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
。
何
万
と
い
う
家
畜
が
住

民
と
い
っ
し
ょ
に
避
難
し
た
。
多
く
の
人
に
、
第
二
次
大
戦
で
の
ド
イ
ツ
軍
侵

攻
の
と
き
の
避
難
を
思
い
出
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
先
の
戦
争
と
ち
が
っ

て
、
避
難
民
が
元
の
村
に
戻
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
表
１
は
、
一
九
八
六
年

八
月
に
ソ
連
政
府
が
国
際
原
子
力
機
関（
I
A
E
A
）に
提
出
し
た
事
故
報
告

書
  （2）

に
も
と
づ
く
、
避
難
住
民
の
外
部
被
曝
量
で
あ
る
。
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
の
住

民
に
比
べ
、
農
村
の
避
難
が
遅
れ
た
た
め
、
一
五
キ
ロ
以
内
の
人
々
の
被
曝
が

か
な
り
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
１
の
避
難
民
平
均
は
一
二
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
″
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム″

の
推
定
は
二
〇
〜
三
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
。

原発からの距離 居住区数 人数
( 人 )

平均外部被曝量
ミリシーベルト

プリピャチ市 45,000 33
 3 ～  7 km 5 7,000 540
 7 ～ 10 km 4 9,000 460
10 ～ 15 km 10 8,200 350
15 ～ 20 km 16 11,600 52
20 ～ 25 km 20 14,900 60
25 ～ 30 km 16 39,200 46

表 1　30km 圏避難住民の外部被曝量

注：1986 年のソ連政府事故報告書より．本文と合計人数が若干異なる．

周辺30 キロから12万人が避難した
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火
事
発
生
の
知
ら
せ
を
う
け
て
、
プ
ラ
ヴ
ィ
ク
中
尉
率
い
る
発
電
所
消
防
隊
が
現
場
に
到
着
し
た
の
は
、
４
号
炉
が

爆
発
し
た
五
分
後
で
あ
っ
た
。
五
分
ほ
ど
遅
れ
て
キ
ベ
ノ
ク
中
尉
の
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
消
防
隊
が
到
着
し
た
。
プ
ラ
ヴ
ィ

ク
隊
は
ま
ず
、
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
屋
上
の
消
火
に
と
り
か
か
っ
た
。
後
か
ら
き
た
キ
ベ
ノ
ク
隊
は
、

原
子
炉
中
央
ホ
ー
ル
の
消
火
作
業
に
か
か
っ
た
。
被
曝
を
お
そ
れ
て
尻
込
み
を
す
る
消
防
士
は
い
な
か
っ
た
。
と
い
う

よ
り
、
放
射
能
の
危
険
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
消
火
活
動
の
途
中
か
ら
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
嘔
吐
す
る
者
が
続
出

し
、
次
つ
ぎ
と
病
院
へ
運
ば
れ
た
    （4）

。

　

原
子
炉
が
爆
発
し
た
と
き
、
い
っ
た
い
な
に
が
起
き
た
の
か
、
４
号
炉
制
御

室
に
い
た
人
び
と
に
も
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
運
転
日
誌
に
は「
一
時

二
四
分
、
強
い
爆
発
。
制
御
棒
は
原
子
炉
の
下
端
ま
で
達
せ
ず
に
停
止
」と
記

さ
れ
た
。
運
転
員
が
考
え
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
原
子
炉
を
破
壊
か
ら
守
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
制
御
棒
を
完
全
に
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
冷
却
水
を

送
り
続
け
て
炉
心
の
冷
却
を
確
保
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
す
で
に
原
子
炉
は
破
壊

さ
れ
て
お
り
、運
転
員
や
原
発
職
員
は
す
み
や
か
に
退
避
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

む
だ
な
作
業
や
む
ち
ゃ
な
指
令
に
よ
り
運
転
員
ら
に
も
次
つ
ぎ
と
急
性
放
射
線

障
害
の
き
ざ
し
が
表
れ
た
。

事
故
処
理
作
業
と
石
棺
の
建
設

 写真 3　建設中の石棺
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ソ
連
の
公
式
見
解
に
よ
る
と
、約
三
〇
〇
人
が
病
院
に
収
容
さ
れ
、そ
の
う
ち
二
八
人
が
放
射
線
障
害
で
死
亡
し
た
。

ま
た
、
事
故
当
日
に
現
場
の
ガ
レ
キ
に
埋
も
れ
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
一
人
、
火
傷
で
死
亡
し
た
一
人
、
そ
の
他
の
死

亡
一
人
を
加
え
て
、
合
計
三
一
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

核
戦
争
で
の
放
射
能
汚
染
に
備
え
て
訓
練
さ
れ
て
い
る
、
ソ
連
陸
軍
化
学
部
隊
が
現
場
に
着
い
た
の
は
、
四
月
二
七

日
で
あ
っ
た
。
事
故
直
後
の
現
場
の
か
た
づ
け
は
、
こ
の
部
隊
が
中
心
に
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
な
の
だ

が
、
具
体
的
な
作
業
内
容
や
被
曝
量
の
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
、
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
部
隊
が
滞
在
し

て
い
た
三
週
間
ほ
ど
の
間
に
、
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
飛
び
散
っ
て
い

た
燃
料
や
黒
鉛
が
か
た
づ
け
ら
れ
て
、「
石
棺
」作
り
に
取
り
か
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た（
ま
だ
か
な
り
の
放
射
線
量
だ
っ
た
が
）。

　

六
月
か
ら
、
破
壊
さ
れ
た
建
屋
を
丸
ご
と
覆
っ
て
し
ま
お
う
と
い

う
、石
棺
の
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。ソ
連
各
地
か
ら「
愛
国
的
労
働
者
」

が
集
ま
っ
て
、
献
身
的
な
作
業
に
従
事
し
た
。
ま
た
、
原
発
構
内
や

三
〇
キ
ロ
圏
内
の
除
染
作
業
の
た
め
、
三
〇
〜
四
〇
歳
代
の
軍
予
備

役
が
大
規
模
に
招
集
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
故
処
理
作
業
従
事
者
は

「
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
の
被
曝

限
度
は
二
五
レ
ン
ト
ゲ
ン（
約
二
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）で
あ
っ
た

が
、
多
く
の
場
合
き
ち
ん
と
し
た
測
定
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
リ

ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
の
総
数
は
、
六
〇
万
と
も
八
〇
万
と
も
言
わ
れ
、
そ

の
う
ち
二
〇
万
人
が
、
汚
染
の
強
か
っ
た
一
九
八
六
年
、
一
九
八
七

年
に
作
業
に
従
事
し
た
。

写真4　事故処理作業に使われたヘリコプターや装甲車・トラック
                  の保管場所（2000年、毎日新聞大島秀利記者撮影）

 

事故処理作業と石棺の建設
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一
九
八
六
年
四
月
二
八
日
早
朝
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
に
あ
る
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
原
発
で
放
射
線
監
視
モ
ニ
タ
ー
の

警
報
が
鳴
り
響
い
た
。
原
発
か
ら
放
射
能
漏
れ
が
起
き
た
と
思
わ
れ
点
検
を
お
こ
な
っ
た
が
、
異
常
は
な
か
っ
た
。
そ

の
頃
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
各
地
の
気
象
台
で
も
放
射
能
値
が
あ
が
っ
て
い
た
。
放
射
能
は
ど
う
や
ら
、バ
ル
ト
海
を
わ
た
っ

て
ソ
連
領
か
ら
飛
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
、
タ
ス
通
信
が

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
短
い
発
表
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
二
八
日

の
午
後
九
時
だ
っ
た
   （5）

。

　

４
号
炉
か
ら
の
大
量
の
放
射
能
放
出
は
、
事
故
か
ら
一
〇
日
間
続
い
て
、
五
月

六
日
頃
に
よ
う
や
く
終
息
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
量
放
出
が
止
ま
っ
た
理
由

も
い
ま
だ
に
定
か
で
は
な
い
が
、
炉
心
部
の
黒
鉛
が
燃
え
尽
き
て
火
災
が
終
わ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
図
４
は
、
こ
の
間
の
放
射
能
雲
の
流
れ
で
あ
る
  (6)

。
最
初
の

雲
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
を
通
っ
て
、
バ
ル
ト
海
か
ら
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
へ
向
か
っ
た
。
次
の
雲
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
か
っ
て

い
る
。
こ
の
雲
は
四
月
末
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
に
汚
染
を
も
た
ら
し
た
。

　

表
２
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
の
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染
面
積
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
   （7）

。
北
欧
三
カ
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
北
部
と
い
っ
た
ア
ル
プ
ス

地
域
の
汚
染
が
大
き
い
。
放
射
能
雲
の
通
過
と
雨
が
重
な
っ
た
と
こ
ろ
の
汚
染
が

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
北
半
球
の
ほ
と
ん
ど
を
汚
染
し
た

  (7)

 図 4　チェルノブイリからの放射能雲の流れ
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大
き
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
汚
染
を
平
均
的
に
言
え
ば
、
過
去
の
核
実
験
で
の
汚
染
が
一
度
に
降
っ
て
き
た
程
度
で

あ
っ
た
。

　

日
本
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で″
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ″

と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
コ
ト
バ
が
流
れ
は
じ
め
た
の
は
、
当
時
の
天

皇
誕
生
日
で
あ
る
四
月
二
九
日
の
朝
か
ら
だ
っ
た
。
日
本
に
汚
染
が
到
達
し
た
の
は
、
事
故
か
ら
一
週
間
た
っ
た
、
五

月
三
日
頃
で
あ
る
。
図
５
は
、
今
中
ら
が
、
大
阪
府
で
観
測
し
た
空
気
中
放
射
能
濃
度
の
変
化
で
あ
る
。
ヨ
ウ
素
131（
半

減
期
八
日
）、
セ
シ
ウ
ム
137（
三
〇
年
）、
ル
テ
ニ
ウ
ム
103（
三
九
日
）な
ど
約
二
〇
種
類
の
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
   （8）

。

チェルノブイリは北半球のほとんどを汚染した

国名 国土面積
（km2）

セシウム137汚染レベル，kBq/m2

10～20 20～37 37～185

スウェーデン 450,000 31,000 33,000 23,000
フィンランド 337,000 32,000 59,000 19,000
ブルガリア 111,000 27,500 40,400 4,800
オーストリア 84,000 28,000 25,000 11,000
ノルウェー 324,000 44,000 23,000 7,200
ルーマニア 238,000 54,000 13,000 1,200
ドイツ 366,000 29,000 14,000 320
ギリシャ 132,000 21,000 8,300 1,200
スロベニア 20,000 8,100 8,700 610
イタリア 301,000 15,000 7,000 1,400
モルドバ 34,000 19,000 1,900 －
スイス 41,000 6,400 2,300 730
ポーランド 313,000 10,000 3,500 520
イギリス 240,000 15,000 1,700 160
エストニア 45,000 1,700 280 －
チェコ 79,000 13,000 3,500 210
スロバキア 20,000 6,800 800 20

表２　ヨーロッパ各国（旧ソ連を除く）の
　　　セシウム137汚染面積　　　　　　（単位：km2）

注：過去の核実験による汚染レベルは2～3kBq/m2程度．

図５　京大原子炉（大阪府熊取町）で観測した
　　   空気中放射能濃度

空
気
中
放
射
能
濃
度（
Bq 

／
 m3
）

12

「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

一
九
八
六
年
八
月
ソ
連
政
府
は
I
A
E
A
に
事
故
報
告
書
   （2）

を
提
出
し
、そ
れ
を
受
け
て
八
月
二
五
日
か
ら
二
九
日
ま

で
ウ
ィ
ー
ン
の
I
A
E
A
本
部
で
事
故
検
討
専
門
家
会
議
が
開
か
れ
た
。
会
議
で
西
側
専
門
家
は
、
ソ
連
代
表
団
長
レ

ガ
ソ
フ
の
率
直
な
報
告
を
好
意
的
に
受
け
と
め
、
ソ
連
が
提
出
し
た
事
故
報
告
を
全
面
的
に
了
承
し
た
   （9）

。

　

ソ
連
報
告
書
は
事
故
の
原
因
を「
運
転
員
に
よ
る
規
則
違
反
の
数
々
の
た
ぐ
い
ま
れ
な

組
み
合
わ
せ
」と
し
、
表
3
に
示
し
た
六
つ
の
違
反
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
六
つ
の
違

反
が
重
な
っ
た
結
果
、
電
源
テ
ス
ト
の
途
中
に
原
子
炉
が
暴
走
を
は
じ
め
、
運
転
員
が
そ

れ
に
気
が
付
い
て
制
御
棒
い
っ
せ
い
挿
入
ボ
タ
ン（
A
Z

－

５
）を
押
し
た
が
、
間
に
合
わ

な
か
っ
た
、と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。電
源
テ
ス
ト
を
制
御
室
で
指
揮
し
て
い
た
副

技
師
長
ジ
ャ
ト
ロ
フ
は
、一
九
八
七
年
の
裁
判
で
禁
固
一
〇
年
の
判
決
を
受
け
た
。一
九
九

〇
年
に
早
め
に
出
所
し
た
彼
は
、
事
故
に
つ
い
て
の
論
文
を
雑
誌
に
発
表
し
、
A
Z

－

５

ボ
タ
ン
を
押
す
ま
で
何
も
異
常
を
示
す
も
の
は
な
く
平
穏
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
、
出
力
増

な
ど
の
警
報
が
出
た
の
は
ボ
タ
ン
を
押
し
て
三
秒
後
の
こ
と
で
あ
る
、
反
応
度
操
作
余
裕

が
低
下
し
て
い
た
こ
と
も
運
転
員
が
非
難
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
、
そ
れ
を
直
接
示
す
計

器
は
な
か
っ
た
、
低
出
力
で
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
そ
ん
な
規
則
は
事
故

後
に
作
ら
れ
た
な
ど
な
ど
、
事
故
の
原
因
は
原
子
炉
の
構
造
的
な
欠
陥
で
あ
り
、
そ
の
責

任
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
人
々
に
あ
る
と
訴
え
、「
一
九
八
六
年
ソ

運
転
員
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
事
故
原
因

表３　ソ連報告書が指摘した運転員の６つの違反
① 制御棒「反応度操作余裕」が基準以下で運転した．

② 予定以下の出力で電源テストを行った．

③ 循環ポンプを増やして運転し既定流量を越えた．

④ タービン蒸気弁閉のスクラム信号を切り離した．

⑤ 気水分離タンクのスクラム信号を切り離した．

⑥ ECCS 信号を切り離していた．
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連
報
告
は
い
つ
わ
り
だ
ら
け
で
あ
り
、そ
う
し
た
報
告
を
な
ぜ
I
A
E
A
が
う
の
み
に
で
き
た
の
か
理
解
で
き
な
い
」と

書
い
て
い
る
    （10）

。

　

事
故
の
主
な
原
因
が
、「
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
」と「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
」と
い
う
R
B
M
K
炉
の
構
造
的
な

欠
陥
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
故
の
す
ぐ
あ
と
五
月
の
段
階
で
判
明
し
て
い
た
。
古
今
東
西
、
ま
ず
い
こ
と
の
責
任
は
弱

い
者
に
押
し
つ
け
る
、と
い
う
の
が
権
力
者
の
常
套
手
段
で
あ
ろ
う
。
R
B
M
K
炉
に
構
造
的
欠
陥
が
あ
る
と
な
る
と
、

そ
れ
を
開
発
し
た
、ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
で
ク
ル
チ
ャ
ト
フ
研
究
所
長
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
の
責
任
を
問
う
、と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
他
に
一
四
基
あ
る
R
B
M
K
炉
の
運
転
も
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
出
席

し
た
、
七
月
は
じ
め
に
開
か
れ
た
ソ
連
共
産
党
政
治
局
会
議
で
、
事
故
原
因
に
関
す
る
公
式
見
解
が
決
定
さ
れ
た
    （11）

。

　

一
九
九
一
年
、
ソ
連

最
高
会
議
の
要
請
を
受
け

て
事
故
原
因
の
見
直
し
を

お
こ
な
っ
た
特
別
委
員
会

は
、「
事
故
の
原
因
は
、
運

転
員
の
規
則
違
反
で
は
な

く
、
設
計
の
欠
陥
と
責
任

当
局
の
怠
慢
に
あ
り
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う

な
事
故
は
い
ず
れ
避
け
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」

と
結
論
し
て
い
る
   （3）

。

 写真５　４号炉制御室（2002年11月）

 写真６　１号炉制御室の制御棒位置表示板

運転員に押しつけられた事故原因
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

核
分
裂
の
際
に
発
生
す
る
中
性
子
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く（
平
均
２
M
e
V
）光
の
一
〇
分
の
一
く
ら
い
の
速
度

で
あ
る
。
高
速
中
性
子
は
原
子
核
に
つ
か
ま
り
に
く
く
、
つ
ま
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
核
分
裂
の
連
鎖
反
応
を
維
持
す
る

の
が
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
、
パ
チ
ン
コ
玉
の
衝
突
の
よ
う
に
、
中
性
子
を
軽
い
元
素
の
原
子
核
と
散
乱
さ
せ
な
が
ら

減
速
さ
せ
て
や
る（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
下
げ
る
）。
減
速
さ
れ
て
、
ま
わ
り
の
物
質
の
熱
振
動
と
平
衡
状
態
に
な
っ
た
中
性

子
が「
熱
中
性
子
」で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
235
の
場
合
、
熱
中
性
子
に
な
る
と
、
高
速
中
性
子
に
く
ら
べ
五
〇
〇
倍
ほ
ど
核
分

裂
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
。
と
同
時
に
、
熱
中
性
子
は
い
ろ
い
ろ
な
物
質
に
も
吸
収
さ
れ
や
す
い
。
原
子
炉
で
核
分
裂

連
鎖
反
応
を
維
持
す
る
に
は
、
中
性
子
を
う
ま
く
減
速
さ
せ
、
他
の
物
質
に
吸
収
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
ウ
ラ
ン
235
に
捕

捉
さ
れ
て
再
び
核
分
裂
が
起
き
る
よ
う
に
す
る
。「
減

速
材
」と
し
て
優
秀
な
の
は
重
水
と
黒
鉛
で
あ
る
。

軽
水（
普
通
の
水
）は
、
衝
突
し
た
際
の
減
速
効
果
は

い
い
の
だ
が
中
性
子
吸
収
が
大
き
く
、
減
速
材
と
し

て
は
重
水
や
黒
鉛
に
劣
る
。

■
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数

：「
反
応
度
」と
は
、
炉

内
で
の
核
分
裂
の
数（
出
力
）が
増
え
て
い
る
か
減
っ

て
い
る
か
を
示
す
値
で
あ
る（
反
応
度
＝
〇
な
ら
一

定
、
プ
ラ
ス
は
増
加
、
マ
イ
ナ
ス
は
減
少
）。
原
子

正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム

図６　制御棒と黒鉛フォロワー
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炉
の
反
応
度
は
、
制
御
棒
位
置
、
燃
料
濃
縮
度
、
燃
料
温
度
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
合
わ
さ
っ
て
決
ま
る
。「
正
の
ボ

イ
ド
反
応
度
係
数
」と
は
、
冷
却
材
密
度
の
変
化
が
反
応
度
に
与
え
る
効
果
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
炉
心
で
の
沸

騰
が
増
え
て
、
中
性
子
吸
収
役
で
も
あ
る
水
の
量
が
減
る
と
、
原
子
炉
の
出
力
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
し
ま
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
場
合
、
低
出
力
で
運
転
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
制
御
棒
が
引
き
抜
か

れ
て
い
た
こ
と
が
、「
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
」の
効
果
を
大
き
く
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
最
初
の
暴
走
」で
何
本
か

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
が
破
損
し
、
蒸
気
が
発
生
し
て
ボ
イ
ド
が
増
え
て「
ま
た
暴
走
」、
炉
容
器
内
圧
力
が
上
昇
し
上
部
構

造
板
が
持
ち
上
が
り
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
一
挙
に
破
壊
さ
れ「
さ
ら
に
暴
走
」し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

     （1,12）

。

■
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム

：

ス
ク
ラ
ム
と
は「
原
子
炉
緊
急
停
止
」の
こ
と
で
あ
る
。「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
」と
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
に
作
ら
れ
た
言
葉
で「
原
子
炉
を
緊
急
停
止
し
よ
う
と
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
逆
に
出
力
が
増

え
た
」と
い
う
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
図
６
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
炉
制
御
棒
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
構
造
で
あ
る
。

中
性
子
を
吸
収
す
る
制
御
棒
本
体
の
下
に「
黒
鉛
棒
」が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
左
側
の
よ
う
に
、
制
御
棒
を
完
全
に
引

き
抜
く
と
、黒
鉛
棒
の
下
に
水
柱
部
が
出
来
る
。図
７
の
プ
ロ
ッ

ト
点
は
、
電
源
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
と
き
の
炉
内
出
力
分
布

計
算
値
で
あ
る
   （13）

。
炉
心
下
部
で
の
出
力
が
大
き
い
と
い
う
特

徴
が
あ
っ
た
。
４
号
炉
の
運
転
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の
制
御
棒
が

引
き
抜
か
れ
た
状
態
で
制
御
棒
い
っ
せ
い
挿
入
ボ
タ
ン（
Ａ
Ｚ

－
５
）を
押
し
た
。
水
柱
部
が
黒
鉛
棒
と
置
き
替
わ
っ
て
、
原

子
炉
下
部
に
プ
ラ
ス
の
反
応
度
が
入
っ
て
暴
走
し
、
燃
料
温
度

が
急
上
昇
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
が
い
く
つ
か
破
損
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
   （14）

。

 図 7　事故直前の炉内出力分布

正のボイド反応度係数とポジティブスクラム
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
起
き
た
一
九
八
六
年
は
、
ソ
連
と
米
国
が
世
界
を
二
分
し
て
大
量
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
抱
え

込
ん
で
に
ら
み
合
っ
て
い
た
東
西
冷
戦
の
真
っ
只
中
だ
っ
た
。
ソ
連
で
は
、
前
年
三
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
登

場
し
、「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ（
再
建
）」と「
グ
ラ
ー
ス
ノ
ス
チ（
公
開
）」と
い
う
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

し
か
し
、
七
〇
年
間
に
わ
た
る
共
産
党
支
配
の
体
質
は
お
い
そ
れ
と

は
変
わ
ら
ず
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
一

般
市
民
は
も
ち
ろ
ん
研
究
者
に
も
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
現
れ
た
の
は
、
事
故
か
ら
三
年
た
っ
た

一
九
八
九
年
春
の
こ
と
だ
っ
た
。
民
主
化
と
放
射
能
汚
染
対
策
を
求

め
る
運
動
を
背
景
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
新
聞
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
地
図
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
ソ
連
の

政
府
や
研
究
者
の
報
告
で
は
、
高
汚
染
地
域
は
原
発
周
辺
に
限
ら
れ

て
い
た
が
、
公
開
さ
れ
た
汚
染
地
図
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
図
８
に
示

す
よ
う
に
原
発
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
飛
び
地

の
よ
う
に
広
大
な
高
汚
染
地
域
が
拡
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
  （15）

。

　

原
発
事
故
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
放
射
能
が
放
出
さ
れ
る
。
事

故
直
後
に
問
題
に
な
る
の
は
、
半
減
期
が
比
較
的
短
く（
八
日
）体
内

数
百
キ
ロ
も
離
れ
た
高
汚
染
地
域
の
存
在
が
暴
露
さ
れ
た

 図８　事故から３年たって明らかになった
　　　　セシウム137 汚染

17

に
入
る
と
甲
状
腺
が
特
異
的
に
被
曝
を

う
け
る
ヨ
ウ
素
131
で
あ
る
が
、
長
期
的

に
問
題
に
な
る
の
は
、
半
減
期
三
〇
年

で
、
遠
く
ま
で
飛
散
し
食
物
に
も
移
行

し
や
す
い
セ
シ
ウ
ム
137
で
あ
る
。
広
大

な
面
積
が
セ
シ
ウ
ム
137
で
汚
染
さ
れ
た

（
表
４
、５
）   （16）

。

　

放
射
能
汚
染
対
策
を
め
ぐ
り
、
モ

ス
ク
ワ
連
邦
政
府
へ
の
批
判
を
強
め

て
い
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
議
会
は

一
九
八
九
年
七
月
、
住
民
一
一
万
人
を

新
た
に
移
住
さ
せ
る
決
定
を
お
こ
な
っ

た
。
こ
の
頃
に
、
各
共
和
国
は
汚
染
対

策
と
住
民
補
償
に
関
す
る
法
令
を
独
自

に
定
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
事
故
に
対
し
第
一
に
責
任

を
負
う
べ
き
ソ
連
そ
の
も
の
が
一
九
九

一
年
末
に
消
滅
し
、
汚
染
対
策
と
被
災

者
補
償
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府

が
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

表５　汚染地域の住民数（単位：万人）

国　名
（データ集計時）

セシウム 137 の汚染レベル、キュリー /km2（Bq/km2）
1 ～ 5

(37 ～ 185)
5 ～ 15

(37 ～ 185)
15 ～ 40

(555～1480)
40 以上

(1480 以上）
1 以上合計
(37 以上 )

ロシア（1991.1.1） 188.3 34.7 9.3 － 232.3
ベラルーシ （1995） 148.5 31.4 4.1 0.0283 184.0
ウクライナ（1995.1.1） 173.2 65.3 1.9 － 240.4

合　計 510.0 131.4 15.3 0.0283 656.7
・1990 年の資料によると、15 ～ 40 キュリー /km2 と 40 キュリー /km2 以上の汚染地域の住民数は、
それぞれ 23.4 万人と 3.38 万人、合計 26.8 万人であった．上記の数字と比較すると、それ以降に少
なくとも 11.5 万人が 15 キュリー以上の汚染地域から移住したことになる。

数百キロも離れた高汚染地域の存在が暴露された

表４　チェルノブイリ事故被災３ヵ国のセシウム
　　　137汚染面積（単位：km2）

国名
セシウム 137 の汚染レベル、キュリー /km2（ベクレル /km2）
1 ～ 5

(37 ～ 185)
5 ～ 15

(37 ～ 185)
15 ～ 40

(555 ～ 1480)
40 以上

(1480 以上）
1 以上合計
(37 以上 )

ロシア 48,800 5,720 2,100 300 56,920
ベラルーシ 29,900 10,200 4,200 2,200 46,500
ウクライナ 37,200 3,200 900 600 41,900

合計 115,900 19,120 7,200 3,100 145,320
各国のチェルノブイリ被災者救済法に基づくと、汚染地域とはセシウム 137 の土壌汚染が１キュリー
/km2 以上のところと定義され、そのレベルによってつぎのように区分される．
40 キュリー /km2 以上 ：強制避難ゾーン
15 ～ 40 キュリー /km2 ：強制（義務的）移住ゾーン
5 ～ 15 キュリー /km2 ：希望すれば移住が認められるゾーン
1 ～ 5 キュリー /km2 ：放射能管理が必要なゾーン
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一
〇
〇
万
kW
の
原
発
が
運
転
さ
れ
て
い
る
と
き
に
炉
心
に
た
ま
っ
て
い
る
放
射
能
の
量
は
、
短
い
半
減
期
の
も
の
を

除
く
と
約
四
〇
億
キ
ュ
リ
ー
程
度
で
あ
る
。
建
屋
も
ろ
と
も
原
子
炉
が
爆
発
炎
上
し
て
し
ま
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

事
故
の
場
合
、
ど
れ
だ
け
の
放
射
能
が
放
出
さ
れ
た
か
推
定
す
る
こ
と
は
け
っ
こ
う
む
ず
か
し
く
、
結
局
、
地
表
に
沈

着
し
た
量
な
ど
間
接
的
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
放
出
量
を
見
積
も
る
こ
と
に
な
る
。
表
６

は
、二
〇
〇
五
年
九
月
に
出
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
の
値
で
あ
る
  （17）

。

キ
セ
ノ
ン
133
の
よ
う
な
希
ガ
ス
は
炉
心
か
ら
一
〇
〇
％
の
放
出
で
あ
る
。
短
期
的
な
汚

染
で
問
題
と
な
る
ヨ
ウ
素
131
で
五
五
％
、
長
期
的
な
汚
染
の
主
役
と
な
る
セ
シ
ウ
ム
137

で
三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
揮
発
性
の
小
さ
い
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

放
出
割
合
は
小
さ
い
。全
体
で
は
約
一
〇
％
の
放
射
能
が
放
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
の
ソ
連
報
告
で
の
値
に
比
べ
、
ヨ
ウ
素
131
で
二
・
八
倍
、
セ
シ
ウ
ム
137
で

二
・
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。

核
燃
料
は
ど
こ
に

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
４
号
炉
の
炉
心
に
は
一
九
〇
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
燃
料
が
入
っ
て
い

た
。
一
九
八
六
年
の
ソ
連
報
告
で
は
、
炉
心
か
ら
放
出
さ
れ
た
燃
料
の
量
は
そ
の
三
％

程
度
と
さ
れ
て
い
た
。
炉
心
部
に
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
、
燃
料
、
黒
鉛
の
ガ
レ
キ
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
上
に
火
事
を
消
す
た
め
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
投
下
さ

事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
能
の
量

主な核種 半減期 放出量（Ci） 放出割合

キセノン133 5.3日 1億8000万 100 %

ヨウ素131 8.0日 4800万 55 %

セシウム137 30年 230万 30 %

ストロンチウム90 29年 27万 4.9 %

プルトニウム239 24000年 400 1.5 %

〈その他を含む合計〉 3億7000万 約10 %

表６　放出放射能量の推定値（1986.4.26日換算放射能量 )

40億キュリー ＝1.5×1020ベクレル
Ci＝キュリー

19

れ
た
砂
や
鉛
（
約
五
〇
〇
〇
ト
ン
投
下
さ
れ
た
）
が
山
積
み
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。
事
故
か
ら
二
年
た
っ
て
、
炉

心
の
側
面
に
孔
を
開
け
て
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
炉
心
部
は
ガ
ラ
ン
ド
ウ
で
あ
っ
た
  （12）

。
五
〇
〇
〇
ト
ン

の
資
材
も
炉
心
に
命
中
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

炉
心
の
一
部
は
最
初
の
爆
発
で
建
屋
周
辺
に
飛
び
散
り
、
残
っ
た
燃
料
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
は
高
温
で
融
け
て
溶
岩
状
に

な
り
、
床
や
配
管
を
通
っ
て
地
下
プ
ー
ル
へ
流
れ
て
い
っ
た
。
一
七
〇
〇
ト
ン
の
黒
鉛
の
大
部
分
は
一
〇
日
余
り
続
い
て

火
事
で
燃
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
９
の
よ
う
に
、
炉
心
に
は
、
建
屋
の
壁
に
使
わ
れ
て
い
た
パ
ネ
ル
が
落
ち
込
ん
で

い
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
ト
ン
も
あ
っ
た
上
部
構
造
板
が
爆
発
で
空
中
に
浮
き
上
が
っ
て
い
る
間
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

　

放
射
線
が
い
ま
だ

に
強
い
こ
と
、
石
棺

建
設
時
に
注
入
さ
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

流
れ
込
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
で
、
石
棺
内

に
残
っ
て
い
る
ウ
ラ

ン
の
量
を
推
定
す
る

こ
と
も
難
し
い
が
、

元
の
ウ
ラ
ン
の
量
の

四
割
〜
八
割
ぐ
ら
い

だ
ろ
う
。

 図９　空っぽだった炉心（上）と
　　　 溶岩状になって流れ落ちた核燃料（下）

事故で放出された放射能の量
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
気
流
に
乗
っ
て
北
半
球
の
ほ
ぼ
全
域
を
汚

染
し
た
。
日
本
の
私
た
ち
を
含
め
て
、
北
半
球
に
い
た
人
び
と
全
部
が「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

被
災
者
」と
言
え
な
く
も
な
い
が
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
の
汚
染
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
災
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
く
。
下
記
の
人
数
は
だ
い
た
い
合
っ

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
被
曝
量
は
当
局
発
表
な
ど
を
も
と
に
し
た
、
と
り
あ
え
ず
の
説
明
の
た
め

の
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
な
値
で
あ
る
。

　
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
被
害
を
科
学
的
に
解
明
す
る
」と
は
、
ど
ん
な
放
射
能
汚
染

が
お
き
、
被
災
者
が
ど
れ
だ
け
被
曝
し
、
彼
ら
に
ど
の
よ
う
な
健
康
被
害
が
起
き
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
被
害
に
テ
ー
マ
を
移
す
前
に
、
次
の
二
点
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
１

：

事
故
の
ド
サ
ク
サ
で
起
き
た
こ
と
の
多
く
が
い
ま
だ
に
闇
の
中
で
あ
る
。

　

事
故
当
時
の
ソ
連
で
は
、共
産
党
独
裁
の
も
と
で
厳
重
な
情
報
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

事
故
の
詳
細
が
明
る
み
に
出
は
じ
め
る
の
は
、
事
故
か
ら
三
年
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
九
一
年
末
に
ソ
連
が
崩
壊
し
て
す
で
に
一
四
年
あ
ま
り
た
っ
た
も
の
の
、
事
故
当
時
の
ド

サ
ク
サ
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
だ
に
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

事
故
処
理
に
最
初
に
投
入
さ
れ
た
の
は
ソ
連
陸
軍
化
学
部
隊
だ
っ
た
。
事
故
か
ら
三
週
間
後

事
故
被
災
者
の
分
類

チェルノブイリ事故被災者の分類 人  数 全身線量

事故現場に居合わせた原発職員・消防士たち 1000～2000人 １～10Sv

事故処理作業従事者（軍隊、予備役、建設労働者ほか） 60万～80万人 100～500mSv

30km 圏からの事故直後避難民 約12万人 （?）

高汚染地域住民・移住者 25万～30万人 平均50mSv 程度

汚染地域（１キュリー /km2以上）住民 約600万人 平均10mSv 程度

mSv＝ミリシーベルト
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に
は
４
号
炉
建
屋
ま
わ
り
の
か
た
づ
け
が
だ
い
た
い
終
了
し
て
い
た
。
猛
烈
な
放
射
線
の
中
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
し

て
、
散
乱
し
て
い
た
燃
料
棒
片
や
黒
鉛
ブ
ロ
ッ
ク
を
か
た
づ
け
た
の
だ
ろ
う
か
？  

ま
た
、
炉
心
の
黒
鉛
火
災
を
消
火

す
る
た
め
に
、
砂
、
鉛
な
ど
五
〇
〇
〇
ト
ン
の
物
資
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
投
下
さ
れ
、
操
縦
士
は
か
な
り
の
被
曝
を

受
け
た
は
ず
だ
。

　

原
発
に
隣
接
す
る
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
住
民
は
、
事
故
の
翌
日
に
避
難
し
た
が
、
そ
の
他
の
村
々
の
住
民
は
何
も
知
ら
さ

れ
ず
、一
週
間
余
り
放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
た
。
原
発
周
辺
の
松
林
は
、あ
っ
と
い
う
間
に「
赤
茶
け
た
森
」に
な
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
被
曝
を
受
け
た
が
、「
放
射
線
の
急
性
障
害
が
現
わ
れ
た
の
は
原
発
職
員
と
消
防
士
だ
け
だ
っ
た
」と

い
う
、
事
故
当
時
の
ソ
連
政
府
の
公
式
見
解
が
二
〇
年
た
っ
た
今
で
も
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。

　

事
実
が
キ
チ
ン
と
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、「
あ
っ
た
は
ず
の
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
」に
な
り
、い
ず
れ
闇
に
消

え
て
し
ま
う
と
危
惧
さ
れ
る
。

そ
の
２

：

被
曝
に
と
も
な
う
健
康
被
害
は
、
事
故
に
よ
る
健
康
被
害
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

　

原
子
力
推
進
の
側
は
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
最
悪
の
事
故
で
あ
っ
た
が
、
実
は
そ
の
被
害
は
た
い
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
、一
番
悪
い
の
は
放
射
能
を
怖
が
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
だ
」と
言
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
は
、

放
射
能
汚
染
と
い
っ
し
ょ
に
地
域
社
会
の
崩
壊
、
生
活
基
盤
の
喪
失
と
い
っ
た
諸
々
の
こ
と
を
周
辺
の
人
び
と
に
も
た

ら
し
た
災
厄
で
あ
っ
た
。
健
康
被
害
の
問
題
を
わ
き
に
お
い
て
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
歴
史
的「
人
災
」で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
放
射
線
被
曝
に
と
も
な
う
被
害
だ
け
を
み
て
い
た
の
で
は
、
健
康
被
害
の
全
体
は
見
え
な

い
。
農
村
で
暮
ら
し
て
い
た
お
年
寄
り
が
都
会
に
移
っ
て
慣
れ
な
い
生
活
で
病
気
に
な
っ
た
り
、
移
住
に
よ
っ
て
仕
事

を
失
っ
て
一
家
の
主
が
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
り
健
康
を
害
し
た
と
い
っ
た
例
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
影
響
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
放
射
能
汚
染
と
被
曝
に
と
も
な
う
健
康
被
害
」と
い
う
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
明
ら
か
に

で
き
る
こ
と
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
い
う
災
厄
全
体
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
お
き
た
い
。

事故被災者の分類
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旧
ソ
連
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
死
ん
だ
の
は
三
一
人
で
、
そ
の
見
解
は
現
在
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
事
故
の
当
日
、
破
壊
さ
れ
た
原
子
炉
建
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
の
が
一
人
、
ひ
ど
い
火
傷
で
そ
の
日
の

う
ち
に
亡
く
な
っ
た
一
人
、
病
院
に
収
容
さ
れ
た
も
の
の
、
手
当
の
か
い
な
く
放
射
線
障
害
で
な
く
な
っ
た
の
が
二
八

人
、
そ
れ
か
ら
原
因
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
う
一
人
を
合
わ
せ
て
三
一
人
で
あ
る
。
表
７
は
、
最
後
の
一
人
を
除
い
た

三
〇
人
の
一
覧
で
あ
る
。
事
故
の
日
の
夕
方
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
医
師
団
が
到
着
し
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
の
病
院
に
収
容
さ

れ
て
い
た
患
者
か
ら
重
傷
者
を
選
別
し
モ
ス
ク
ワ
第
六
病
院
へ
送
っ
た
。

　

五
月
一
四
日
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、
約
三
〇
〇
人
が
入
院
し
た
と
演
説
し

た
。
八
六
年
一
一
月
の
発
表
に
よ
る
と
、急
性
放
射
線
障
害
は
二
三
七
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の「
再
検
査
」を
経
て
現
在
の
公
式
見
解
で
は
、一
三
四
名
と
な
っ
て
い
る
  （18）

。

表
８
は
、
二
三
七
名
の
重
症
度
の
分
類
と
骨
髄
被
曝
量
推
定
値
で
あ
る
。
第
六
病
院

で
は
、
米
国
か
ら
ゲ
イ
ル
医
師
ら
が
か
け
つ
け
て
一
三
名
に
骨
髄
移
植
を
お
こ
な
っ

た
が
、
全
員
死
亡
し
た
。
死
亡
日
は
、
被
曝
か
ら
二
〜
三
週
間
後
の
五
月
の
半
ば
に

集
中
し
て
い
る
。
骨
髄
造
血
機
能
の
破
壊
に
と
も
な
う
死
亡
で
あ
る
。

　

急
性
障
害
で
生
き
残
っ
た
一
〇
六
名
の
う
ち
、
一
九
九
六
年
の
段
階
で
九
名
の
死

亡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
九
月
の
報
告
で
は
一
〇
名
増
え
て
、
一
九
名

の
死
亡
と
な
っ
て
い
る
  （19）

。

急
性
放
射
線
障
害
死
亡
者
二
八
名

写真７　死者が葬られたモスクワ・ミチンスコエ
　　　   墓地（2000年9月）
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ち
な
み
に
、
一
九
九
九

年
の
J
C
O
事
故
で
な
く

な
っ
た
二
人
の
被
曝
量
は

そ
れ
ぞ
れ
、
一
六
〜
二
五

グ
レ
イ
、
六
〜
九
グ
レ

イ
相
当
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

名前 職場 年齢 死亡日 備考
消防士６名：
プラビーク中尉 原発消防隊 23 5 月 11 日
キベノーク中尉 プリピャチ消防隊 23 5 月 11 日
バシチューク軍曹 　〃 27 5 月 14 日
イグナチェンコ上級軍曹 　〃 25 5 月 13 日
ティテノク上級軍曹 　〃 26 5 月 16 日
ティシチュラ軍曹 　〃 26 5 月 10 日
原発職員と出張者 24 名：
アキーモフ 運転当直班長 33 5 月 11 日 1500 ラド
トプトゥーノフ 運転班員 25 5 月 14 日
クドリャフツェフ 運転班研修中 28 5 月 14 日
プロスクリャコフ 　〃 31 5 月 17 日
ペレボズチェンコ 原子炉係班長 39 6 月 13 日
クルグース 原子炉係 28 5 月 12 日
ホデムチウク 機械係 35 4 月 26 日 原子炉に閉じこめられ行方不明
デグチャレンコ 　〃 31 5 月 19 日
ペルチウク タービン係 33 5 月 20 日 1000 ラド以上
ベルシーニン 　〃 27 7 月 21 日 　　〃
ブラジニク 　〃 29 5 月 14 日 　　〃
ノビク 　〃 24 7 月 26 日 　　〃
レレチェンコ 電気部次長 47 5 月 7 日 2500 ラド，キエフで死亡
バラーノク 電気係 32 5 月 20 日
ロパチューク 　〃 25 5 月 17 日
シャポバロフ 　〃 45 5 月 19 日
コノバル 　　〃 44 5 月 28 日
シトシニコフ 1・2 号炉副技師長 46 5 月 30 日
オルロフ 1 号炉運転次長 41 5 月 13 日
ポポフ 調整技術者 46 6 月 13 日 ハリコフ市から出張中
サベンコフ 　〃 28 5 月 21 日

シャシェノーク チェルノブイリ起
動調整企業計器係 45 4 月 26 日 事故当日に火傷で死亡

ルズガーノフ 女性警備員 59 7 月 31 日 通用門
イワニェンコ 　〃 53 5 月 26 日 使用済み燃料プール建設現場

急性障害
重症度

骨髄線量
（グレイ） 人数 死亡者数

（事故後の３カ月）
第Ⅳ度（重症） ６以上 21 20
第Ⅲ度 4 ～ 6 22 7
第Ⅱ度 2 ～ 4 50 1
第Ⅰ度（軽症） 1 ～ 2 41 0
後に除外 １以下 103 0

合 計 － 237 28

表７　チェルノブイリ原発事故による消防士と原発職員の死亡者

表８　急性障害患者の分類

急性放射線障害死亡者28名
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

一
九
八
六
年
の
ソ
連
政
府
報
告
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
ま
で
、
公
的
報
告
書
は

一
貫
し
て
、
急
性
放
射
線
障
害
が
起
き
た
の
は
原
発
職
員
・
消
防
士
だ
け
で
、
周
辺
の
一
般
住
民
に
は
一
件
も
な
か
っ

た
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
崩
壊
直
後
の
一
九
九
二
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
旧
ソ
連
最
高
会

議
議
員
を
し
て
い
た
ヤ
ロ
シ
ン
ス
カ
ヤ
が
、
事
故
当
時
の
共
産
党
秘
密
議
事
録
を
す
っ
ぱ
抜
い
た
  （20）

。
ソ
連
は
と
て
つ

も
な
い
中
央
集
権
国
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
権
力
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
は
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
で
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
起
き
る
と
、
事
故
対
策
の
全
般
的
な
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、
政
治
局
に「
事
故
対
策
班
」

が
設
置
さ
れ
四
月
二
九
日
に
最
初
の
会
合
が
開
か
れ
た
。
ヤ
ロ
シ
ン
ス
カ
ヤ
が
暴
露
し
た
の
は
、
そ
の
対
策
班
の
議
事

録
だ
っ
た
。
表
9
は
、
議
事
録
か
ら
事
故
被
災
者
に
関
す
る
記
述
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
策
班
の
会
合
は
四
〇

回
開
か
れ
て
お
り
日
付
は
す
べ
て
表
に
示
し
て
あ
る
。

　

死
者
や
重
症
者
の
人
数
は
、
原
発
職
員
と
消
防
士
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
人
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、

周
辺
住
民
の
間
で
多
数
の
急
性
障
害
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
三
〇
キ
ロ
圏
住
民
の

避
難
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
五
月
一
二
日
は「
入
院
中
一
万
一
九
八
人
、
三
四
五
人
に
放
射
線
障
害
の
症
状
、
う
ち
子

ど
も
三
五
人
」と
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
六
日
に
モ
ス
ク
ワ
第
六
病
院
に
幼
児
二
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述
も
注
目
さ
れ
る
。
同
じ
日
の
議

事
録
に
は「
モ
ス
ク
ワ
第
六
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
の
数
と
容
体
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、こ
の
病
院
に
ア
メ
リ

カ
の
専
門
家
た
ち
が
働
い
て
い
る
事
実
を
考
慮
し
て
公
表
す
る
の
が
妥
当
と
の
ソ
連
保
健
省
の
提
言
に
同
意
す
る
」と

周
辺
住
民
の
急
性
放
射
線
障
害

25

い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゲ
イ
ル
医
師
ら
が
い
な
か
っ
た
ら
、
原
発
職
員
・
消
防
士
の
急
性
患
者
に
つ
い
て
の
情

報
も
出
て
こ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
社
会
学
研
究
所
の
ル
パ
ン
デ
ィ
ン
は
、
一
九
九
二
年
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ゴ
メ
リ
州
ホ
イ
ニ
キ
地
区
の

地
区
中
央
病
院
に
残
さ
れ
て
い
た
事
故
当
時
の
カ
ル
テ
を
調
べ
、
急
性
放
射
線
症
八
例
、
放
射
線
被
曝
症
二
〇
例
が
見

つ
か
っ
た
と
報
告
し
、
全
体
で
は
一
〇
〇
〇
件
以
上
の
急
性
放
射
線
症
が
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
  （21）

。

日付 記載の内容
1986年４月29日、４月30日 記載なし。

５月１日
ソ連保健省第１次官シチェーピン同志に対し、放射線障害や子供
を含め、入院者数に関するデータを作業グループに報告するよう
要請した。

５月３日 記載なし。

５月４日
５月４日までに病院に収容された者1882人。検査した人数全体
は3万8000人。さまざまなレベルの放射線障害が現れた者204
人、うち幼児64人。18人重症。

５月５日 病院収容者は2757人に達し、うち子供569人。914人に放射線
障害の症状が認められ、18人がきわめて重症で、32人が重症。

５月６日

５月６日９時の段階で病院収容者は3454人に達する。うち入院
治療中は2609人で、幼児471人を含む。確かなデータによると、
放射線障害は367人で、うち子供19人。34人が重症。モスクワ
第６病院では、179人が入院治療中で、幼児２人が含まれる。

５月７日
この１日で病院収容者1821人を追加。入院治療中は、７日10
時現在、幼児1351人を含め4301人。放射線障害と診断された
もの520人、ただし内務省関係者を含む。重症は34人。

５月８日
この１日で、子供730人を含む2245人を追加収容。1131人が
退院。病院収容中は5415人、うち子供1928人。315人に対し
放射線障害の診断。

5月10日
この２日間で子供2630人を含む4019人を病院に収容。739人
退院。8695人が入院中で、うち放射線障害の診断は、子供26
人を含め238人。

５月11日
この１日で、495人を病院に収容し1017人が退院。8137人が
入院中で、放射線障害の診断はうち264人。37人が重症。この
１日で２人死亡。これまでの死亡者数は７人。

5月12日
ここ数日間で、病院収容2703人追加、これらは主にベラルーシ。
678人退院。入院治療中は１万198人、うち345人に放射線障害
の症状あり、子供は35人。事故発生以来８人が死亡。重症は35人。

5月13日 この１日で443人病院収容。908人が退院。入院中は9733人で、
うち子供4200人。放射線障害の診断は、子供37人を含む299人。

5月14日
この１日で、1059人を病院に追加収容し、1200人が退院。放
射線障害の診断は203人にまで減少。うち、32人が重症。この
１日に３人死亡。

5月16日 入院中は、子供3410人を含め7858人。放射線障害の診断は
201人。15日に２人死亡し、これまでの死亡者は15人。

5月20日 この４日間に病院に収容したのは716人。放射線障害は、子供
７人を含め、211人。重症は28人で、これまでに17人が死亡。

5月22日、５月26日 記載なし。

5月28日
入院中5172人で、放射線障害は182人（うち幼児１人）。この１
週間で１人死亡。これまでの死亡者は22人。（そのほか事故時の
死者２名）。

６月２日 入院中3669人で、放射線障害の診断171人。重症23人で、これ
までの死亡者24人。23人がいまだに重症。

６月４日、６月９日 記載なし。

６月12日 入院中2494人で、放射線障害の診断189人。これまでの死亡者
24人。

６月20日、６月25日、７月２日、７月７日、７月10日、７月23日、
７月31日、８月13日、８月22日、９月５日、９月19日、10月17日、
11月15日、1987年１月４日、３月16日、７月13日、1998年１月６日

記載
なし。

表９　共産党秘密議事録に記載されていた事故被災者に関する記述

周辺住民の急性放射線障害
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

今
中
ら
が
は
じ
め
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
訪
れ
た
の
は
、
旧
ソ
連
末
期
の
一
九
九
〇
年
夏
だ
っ
た
。
そ
の
際
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
医
師
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
甲
状
腺
が
ん
が
増
え
て
い
る
と
初
め
て
聞
か
さ
れ
た
。
当
時
、
放
射
能
汚

染
対
策
を
め
ぐ
っ
て
、モ
ス
ク
ワ
中
央
と
共
和
国
側
が
対
立
し
、ソ
連
政
府
が
国
際
原
子
力
機
関（
I
A
E
A
）に
助
け
を

求
め
る
か
た
ち
で
、
汚
染
の
影
響
調
査
と
対
策
の
勧
告
の
た
め
の
、
国
際
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
I
C
P
、

委
員
長
・
重
松
逸
造
）が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
九
一
年
に
開
か
れ
た
I
C
P
報
告
会
は
、

共
和
国
側
専
門
家
の
主
張
を
無
視
し
て「
放
射
能
汚

染
に
と
も
な
う
健
康
影
響
は
い
っ
さ
い
認
め
ら
れ

な
い
」と
結
論
し
た
   （22）

。
一
九
九
二
年
、
英
国
の
科

学
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
汚
染

地
域
で
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
急
増
し
て
い
る
、
と

い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
   （23）

。
そ
れ
に
対
し
、
重
松

ら
I
C
P
の
専
門
家
は
、
甲
状
腺
が
ん
の
増
加
が

被
曝
に
よ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
反
論
し
た
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
が
増
え
る
と
と
も
に
、
小
児
甲

状
腺
が
ん
が
事
故
当
時
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
ヨ

子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
が
増
加
し
た

図10　 ベラルーシの甲状腺がん発生数
　　　（上）子ども、（下）全人口

年
間
発
生
数

年
間
発
生
数

小児甲状腺がん
（15歳未満）

全人口
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ウ
素
に
よ
る
被
曝
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
と
な
っ
た
。

　

図
10
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
甲
状
腺
が
ん
数
の
推
移
で
、
上
の
図
は
、
手
術
時
の
年
齢
が
一
五
歳
未
満
で
あ
っ
た
小

児
甲
状
腺
が
ん
で
、
下
の
図
は
全
人
口
で
の
甲
状
腺
が
ん
で
あ
る
  （24）

。
小
児
甲
状
腺
が
ん
は
一
九
九
〇
年
こ
ろ
か
ら
急

増
し
て
い
る
。
事
故
直
後
、
ヨ
ウ
素
131
の
取
り
込
み
に
よ
り
甲
状
腺
の
受
け
た
被
曝
が
、
晩
発
的
影
響
と
し
て
が
ん
を

も
た
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
。
一
九
九
五
年
を
ピ
ー
ク
に
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
減
っ
て
い
る
の
は
、「
事
故
当
時
〇
〜
一
四

歳
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
青
年
・
大
人
と
な
っ
た
」と
い
う
見
か
け
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
以
降
、
小
児
甲

状
腺
が
ん
が
急
激
に
減
っ
て
い
る
の
は
、
が
ん
の
原
因
が「
事
故
当
時
の
被
曝
」だ
っ
た
こ
と
を
間
接
的
に
示
し
て
い
る
。

　

図
11
は
、
ヤ
コ
ブ
ら
に
よ
る
、
甲
状
腺
被
曝
量
小
児
甲
状
腺
が
ん
発
生
率
と
の
関
係
を
示
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
   （25）

。

直
線
の
傾
き
か
ら
、
絶
対
リ
ス
ク
と
し
て
、
一
万
人
・
年
・
グ
レ

イ
当
り
二
・
三
件
と
い
う
値
を
示
し
て
い
る
。
仮
に
、
こ
の
リ
ス
ク

が
四
〇
年
間
続
く
と
し
た
ら
、
一
グ
レ
イ
の
甲
状
腺
被
曝
を
受
け

た
子
ど
も
が
後
々
甲
状
腺
が
ん
に
な
る
確
率
は
、2.3

×10

－4

×40

＝0.01

、
つ
ま
り
一
％
と
な
る
。

　

二
〇
〇
五
年
九
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
   （19）

は
、

被
災
三
カ
国
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
四
〇
〇
〇
件
の
小
児
甲
状
腺

が
ん
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
報

告
し
て
い
る
。
今
後
発
生
す
る
分
、
ま
た
事
故
当
時
に
大
人
だ
っ

た
人
々
の
分
を
加
え
る
と
、
そ
の
六
〜
一
〇
倍
、
結
局
二
万
〜
四
万

件
の
甲
状
腺
が
ん
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ

う
。

1
万
人
・
年
当
た
り
の
過
剰
絶
対
リ
ス
ク

子どもたちの甲状腺がんが増加した

甲状腺被曝量（グレイ）

ゴメリ 

ミンスク
キエフ

図11  小児甲状腺がんの甲状腺被曝量と
　　 発生率の関係
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
汚
染
に
と
も
な
う
健
康
影
響
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
、
甲
状
腺
が
ん
よ
り
も
む

し
ろ
白
血
病
の
方
だ
っ
た
。
広
島
・
長
崎
で
は
、
被
爆
二
〜
三
年
後
か
ら
白
血
病
が
増
加
し
、
五
〜
一
〇
年
が
ピ
ー
ク

だ
っ
た
。
一
方
、
普
通
の
が
ん
は
、
一
〇
年
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
徐
々
に
増
え
は
じ
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
に
白
血
病
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
は
、
断
片
的
に
出
て
き
た
が
、

統
計
デ
ー
タ
の
よ
う
な
形
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
甲
状
腺
が
ん

の
場
合
と
比
べ
て
、
は
っ
き
り
し
な
い
理
由
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ま
ず
、
甲

状
腺
と（
白
血
病
を
引
き
起
こ
す
）骨
髄
の
被
曝
量
の
ち
が
い
で
あ
る
。
体

内
に
取
り
込
ま
れ
た
ヨ
ウ
素
131
は
、
小
さ
な
甲
状
腺（
幼
児
の
場
合
二
ｇ

程
度
）に
大
き
な
被
曝
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
骨
髄
被
曝
に
関
係
す
る

セ
シ
ウ
ム
137
は
、
全
身
に
ほ
ぼ
均
等
な
被
曝
を
も
た
ら
す
。
大
ざ
っ
ぱ
に

言
っ
て
、
甲
状
腺
に
一
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
曝
が
あ
っ
て
も
、
骨
髄
は
五
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
、
被
曝
量
に
二
〇
倍
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
。
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
約
一
二
〇
〇
件
の
甲
状
腺
が

ん
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
  （19）

。
甲
状
腺
と
骨
髄
で
被
曝
量
当
り
の
リ
ス

ク
を
同
じ
と
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
小
児
白
血
病
の
数
は
六

〇
件
と
な
る
。
こ
れ
が
、
事
故
後
五
年
か
ら
一
〇
年
目
に
起
き
た
と
す
る

子
ど
も
た
ち
の
白
血
病
や
そ
の
他
の
健
康
悪
化

図12　事故前後のベラルーシでの小児白血病
　　　発生率（診断時0－14歳）

10
万
人
当
た
り
発
生
数

観察年

ベラルーシ全体

29

と
、
年
間
一
〇
件
程
度
と
な
る
。
白
血
病
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
も
と
も
と「
自
然
発
生
」す
る
白

血
病
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
発
生
数
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
年
一
〇
〇
件
程
度
で
、
環
境
汚
染
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
関
係
し
て
変
動
し
て
い
る
。「
被
曝
に
よ
り
年
間
一
〇
件
」発

生
し
て
も
、
そ
れ
を
観
察
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

　

図
12
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
小
児
白
血
病
の
発
生
率
を
、
事
故
前
、

事
故
後
七
年
間
、
八
〜
一
五
年
の
三
つ
の
期
間
に
分
け
て
調
べ
た
マ

リ
コ
の
報
告
で
あ
る
   （26）

。
マ
リ
コ
に
よ
る
と
、
一
九
八
六
〜
九
二
年

の
発
生
率
は
、
事
故
前
に
比
べ
て
統
計
的
に
有
意
に
増
加
し
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
全
体
で
八
三
件
の
小
児
白
血
病
が
増
え
た
、
と
見
積
も
っ
て

い
る
（
た
だ
し
、
一
九
八
六
〜
二
〇
〇
〇
年
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る

と
、
増
加
は
有
意
で
な
く
な
る
）。

　

図
13
は
、
W
H
O
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
試
験
的
に
お
こ
な
っ
た
、
汚

染
地
域
と
非
汚
染
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
状
態
調
査
で
あ
る
   （27）

。

汚
染
地
域
で
は
、
健
康
な
子
ど
も
の
割
合
が
少
な
く
、
慢
性
病
の
子

ど
も
の
割
合
が
大
き
い
。
こ
の
調
査
は
、「
共
通
検
査
手
順
書
」
に

も
と
づ
く
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
汚
染
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
康
悪
化
に
は
、
放
射
線
被
曝
だ
け
で
な
く
、
事
故
に
と
も
な

う
医
療
・
衛
生
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
や
経
済
困
難
も
関
係
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

子どもたちの白血病やその他の健康悪化

・健康度指標：第1度はすべての指標にてらし健康上問題ない子ども、第2度
は機能上の問題が認められ慢性病にかかりやすい子ども、第3～5度は慢性病
が認められる子ども
・汚染地域はセシウム137が15キュリー /km2以上の移住区

図13  WHO/IPHECA プロジェクト（1992－1994年）による
　　　ベラルーシの子どもの健康度調査結果
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事
故
直
後
の
放
射
能
汚
染
の
主
役
は
ヨ
ウ
素
131（
半
減
期
八
日
）で
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年
ソ
連
報
告
 （2）

に
は
、「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
の
高
汚
染
地
域
で
は
基
準
の
二
〇
か
ら
一
〇
〇
倍
、
と
き
に
は
そ
れ
以
上
の
牛
乳
汚

染
が
あ
っ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
で
の
ヨ
ウ
素

131
汚
染
に
つ
い
て
系
統
的
に
測
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

当
時
の
牛
乳
中
ヨ
ウ
素
131
の
基
準
は
三
・
七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
で

あ
っ
た
か
ら
、
最
高
で
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
の
汚

染
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
牛
乳
を
一
歳
の
赤
ん
坊
が
一

リ
ッ
ト
ル
飲
ん
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
約
四
シ
ー
ベ
ル
ト
の
甲
状
腺
被

曝
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ヨ
ウ
素
が
物
理
的
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
汚
染
の
主
役
は
セ
シ

ウ
ム
137（
半
減
期
三
〇
年
）と
セ
シ
ウ
ム
134（
同
二
年
）で
あ
っ
た
。
セ
シ
ウ
ム

134
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染
は
現
在
も
続
い
て
い

る
。

　

農
産
物
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
レ
ベ
ル
は
、
も
と
も
と
の
土
壌
汚
染
レ
ベ
ル
は

も
ち
ろ
ん
、
土
壌
の
性
質
、
作
物
の
種
類
、
汚
染
対
策
に
よ
っ
て
違
っ
て
く

る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
あ
る
プ
リ
ピ
ャ
チ
川
流
域
の
土
壌
は
粘
土
鉱

汚
染
地
域
の
食
品
汚
染
デ
ー
タ

図14　ウクライナ・ロブノ州の牛乳中セシウム137
　　　

個人農場（private）
集団農場（collectives）
TPL（許容レベル）

べクレル／
リットル

年
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物
が
少
な
く
、
事
故
前
よ
り
、
セ
シ
ウ
ム
137
の
作
物
へ

の
移
行
の
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。

　

図
14
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
ブ
ノ
州
の
牛
乳
汚
染
デ
ー

タ（
一
九
八
八
〜
一
九
九
九
年
）で
あ
る
 （17）

。
汚
染
対
策

が
と
ら
れ
て
い
る
集
団
農
場
に
比
べ
、
個
人
農
場
か
ら

の
牛
乳
の
汚
染
が
大
き
く
、
許
容
レ
ベ
ル
を
越
え
る
汚

染
が
続
い
て
い
る
。
一
九
九
三
年
く
ら
い
か
ら
汚
染
レ

ベ
ル
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て

汚
染
が
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

表
10
は
、
農
産
物
の
最
近
の
汚
染
レ
ベ
ル
で
あ

る
 （17）

。
さ
ら
に
、森
で
採
れ
る
野
生
の
食
べ
も
の
に
は
、

は
る
か
に
大
き
な
汚
染
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ラ

ド
の
二
〇
〇
三
年
測
定
報
告
 （28）

で
は
、
野
鳥
肉（
五
万
二

〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
）、
乾
燥
キ
ノ
コ（
三
万
五
〇
〇

〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
）、
乾
燥
ベ
リ
ー（
二
万
五
〇
〇
〇
ベ

ク
レ
ル
／
kg
）と
い
う
値
が
あ
り
、
深
刻
な
汚
染
が
続

い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

汚染地域の食品汚染データ

　　　　　

表10　被災３カ国の汚染地域における最近（2000-2003年）の
　　　農産物セシウム137汚染レベル　　  ベクレル／kgまたはリットル （　）内は数値の範囲

セシウム137土壌汚染レベル 穀類 ポテト 牛乳 肉

ベラルーシ

185キロベクレル /m2以上
（ゴメリ州 )

30
（8－80）

10
（6－20）

80
（40－220）

220
（80－550）

37～185キロベクレル /m2

（モギリョフ州）
10

（4－30）
6

（3－12）
30

（10－100）
100

（40－300）

ロシア

185キロベクレル /m2以上
（ブリャンスク州）

26
（11－45）

13
（9－19）

110
（70－150）

240
（110－300）

37～185キロベクレル /m2

（カルーガ、ツーラ、オリョール州）
12

（8－19）
9

（5－14）
20

（4－40）
42

（12－78）

ウクライナ

185キロベクレル /m2以上
（ジトーミル、ロブノ州）

32
（12－75）

14
（10－28）

160
（45－350）

400
（100－700）

37～185キロベクレル /m2

（ジトーミル、ロブノ州）
14

（924）
8

（4－18）
90

（15－240）
200

（40－500）
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

ミ
ン
ス
ク
の
民
間
研
究
所
″
ベ
ル
ラ
ド（Belrad

）″

を
主
宰
し
て
い
る
ネ
ス
テ
レ
ン
コ
教
授
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
が
起
き
た
と
き
、
旧
ソ
連
白
ロ
シ
ア
共
和
国（
現
ベ
ラ
ル
ー
シ
）原
子
力
研
究
所
の
所
長
で
あ
っ
た
。
事
故
の
数

年
後
に
彼
は
、
放
射
能
汚
染
や
内
部
被
曝
を
測
定
す
る
た
め
の
研
究
所
ベ
ル
ラ
ド
を
設
立
し
た
。
放
射
線
測
定
器
を
独

自
に
開
発
し
な
が
ら
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
各
汚
染
地
域
に
放
射
能
測
定
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
専
門
家
の
教
育
や
人
々
の

啓
蒙
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
政
府
系
研
究
機
関
で
の
汚
染
調
査
が
低
調
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
ベ
ル
ラ

ド
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
援
助
を
受
け
て「
が
ん
ば
っ

て
」活
動
し
て
い
る
。

　

ベ
ル
ラ
ド
は
現
在
、
八
台
の
移
動
式
の
全
身
計
測
装
置（
Ｗ
Ｂ
Ｃ

：

ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
）が
あ
り
、
主
に
ゴ
メ
リ
州
の
汚
染
地
域
を
巡
回

し
て
住
民
の
体
内
セ
シ
ウ
ム
137
量
の
計
測
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
写
真
８

は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
今
中
が
ベ
ル
ラ
ド
を
訪
問
し
た
と
き
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ

測
定
で
、
い
す
の
背
も
た
れ
の
と
こ
ろ
に
放
射
線
検
出
器
が
あ
る
。

　

ベ
ル
ラ
ド
の
報
告
書
  （28）

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
に
は
ゴ
メ
リ
州
七
地

区
と
ブ
レ
ス
ト
州
一
地
区
の
住
民
二
万
三
四
四
人
の
測
定（
地
区
住
民
の

二
三
・
四
％
）を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ゴ
メ
リ
州
ベ
ト
カ
地
区
ハ

ル
チ
村
の
測
定
結
果
を
紹
介
し
て
お
く
。

汚
染
地
域
住
民
の
体
内
セ
シ
ウ
ム
137
デ
ー
タ

写真８　ベルラドでの全身測定
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外
部
被
曝（
〇
・
六
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
）を
合
わ
せ
る
と
、
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染

に
と
も
な
う
被
曝
は
、
平
均
で
〇
・
八
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
、
高
位
グ
ル
ー
プ
で

一
・
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
と
な
る
。
先
に
み
た
食
品
汚
染
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

事
故
後
数
年
は
、
現
在
の
一
〇
〜
二
〇
倍
の
汚
染
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

当
時
の
汚
染
に
は
セ
シ
ウ
ム
134（
半
減
期
二
年
）が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
内
部
被
曝
は
現
在
の
二
〇
〜
四
〇
倍
と
な
り
、
一
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
程

度
の
内
部
被
曝
が
数
年
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
現
在
、
汚
染
対
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
汚
染
除
去

材
や
カ
リ
肥
料
投
入
と
い
っ
た
農
業
対
策
予
算
も
減
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ベ
ル
ラ
ド

報
告
に
よ
る
と
、
対
策
予
算
の
削
減
と
と

も
に
食
品
の
汚
染
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
住

民
の
体
内
被
曝
が
再
び
増
加
し
つ
つ
あ

る
。

汚染地域住民の体内セシウム137データ

表11　高位10人のデータ

人
数
分
布

図15  ハルチ村の体内セシウム137量の
　　　分布（ベクレル）

生年 体内セシウム137
ベクレル／kg

1976 455.6

1995 420.8

1956 379.7

1954 327.3

1995 315.5

1970 281.1

1950 264.7

1939 240.4

1962 224.2

1993 220.7

●  ハルチ村：人口1306人、うち学校生徒140人
●  1999年認定セシウム137汚染レベル：13.53キュリー /km2

●  1999年認定被曝レベル：外部被曝 0.6mSv/ 年、内部被曝 0.2mSv/ 年、合計 
0.8mSv/ 年
●  ベルラド・チーム測定日時：2003年10月8－9日
●  測定実施数：207人（住民の16％）うち子ども135人、大人72人
●  平均体内汚染量： 56.7±4.9 ベクレル /kg（図15に分布）
●  高位グループ10人平均： 313.0±26.2 ベクレル /kg（表11）
●  内部被曝評価：住民平均 0.2 mSv/ 年、高位グループ平均 0.8 mSv/ 年

（mSv ＝ミリシーベルト）

人
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

一
九
九
一
年
八
月
に
起
き
た
共
産
党
ク
ー
デ
タ
ー
に
与
し
、
失
敗
し
て
自
殺
し
た
ア
フ
ロ
メ
ー
エ
フ
元
帥
は
、
彼
が

ソ
連
軍
参
謀
総
長
で
あ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
に
つ
い
て
、事
故
が
起
き
て
か
ら
の
数
カ
月
間
は「
お
お
げ
さ

で
な
く
戦
争
の
よ
う
だ
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
。
原
発
の
爆
発
・
炎
上
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
を
終
息
さ
せ
、
周
辺

三
〇
キ
ロ
圏
か
ら
一
二
万
人
を
避
難
さ
せ
、「
石
棺
」作
り
や
放
射
能
の
除
染
を
お
こ
な
う
と
い
う
作

業
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
軍
隊
だ
っ
た
。
最
初
に
投
入
さ
れ
た
の
は
、
核
戦
争
に
備
え
て
い
た
陸
軍

化
学
部
隊
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
の
二
週
間
ほ
ど
は「
若
い
正
規
軍
」が
中
心
で
、
漸
次
予
備
役
が
招
集

さ
れ
て「
老
年
兵
」と
入
れ
替
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
石
棺
建
設
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
、
ソ
連
各
地
か

ら
愛
国
的
労
働
者
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。
事
故
処
理
作
業
者（
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
）の
総
数
は
六

〇
万
〜
八
〇
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
八
六
〜
八
七
年
に
作
業
に
あ
た
っ
た
二
〇

万
人
が
大
き
な
被
曝
を
受
け
た
。
表
12
は
、
被
災
三
カ
国
の
国
家
登
録
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
数
で

あ
る
 （16）

。
三
カ
国
合
わ
せ
て
三
六
万
人
で
、
か
な
り
の
数
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い（
旧
ソ
連
の
他
の

共
和
国
か
ら
も
動
員
が
あ
っ
た
）。
線
量
記
録
が
あ
る
の
は
六
〇
％
程
度
で
、
記
録
の
確
か
さ
に
も

疑
問
が
残
っ
て
い
る
。

　

リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
の
多
く
が
早
死
し
て
い
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
流
れ
て
く
る
。
ロ

シ
ア
非
常
事
態
相
シ
ャ
イ
グ
ー
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
、「
旧
ソ
連
八
六
万
人
の
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
の
う

ち
五
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
放
射
線
障
害
な
ど
で
過
去
一
四
年
間
に
死
亡
し
た
」と
発
表
し
て
い
る
。

事
故
処
理
作
業
者（
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
）の
健
康
調
査

ウクライナ ロシア ベラルーシ
基本調査集団 174,812人 143,032 45,674人
線量記録あり 59％ 80％ 26％
平均線量記録 160mSv 107mSv 25mSv

表12　各国で登録されているリクビダートル集団
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ま
た
二
〇
〇
五
年
四
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
災
者
同
盟
は
、「
過
去
一
九
年
間
に
事
故
の
影
響
で
一
五

〇
万
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
死
亡
し
た
」と
発
表
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
数
字
の
中
身
に
つ
い
て
確
認
で

き
る
よ
う
な
資
料
は
入
手
し
て
い
な
い
。

　

興
味
深
い
資
料
と
し
て
、
ロ
シ
ア
・
リ
ャ
ザ
ン
州
の
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
一
八
八
六
人
に
関
す
る
追
跡
調
査
が
あ

る
 （29）

。
そ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
九
八
六
年
に
動
員
さ
れ
た
八
五
六
人（
平
均
年
齢
三
四
・
三
歳
、
平
均
被
曝
量
二
〇

三
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）の
う
ち
一
九
九
三
年
ま
で
の
七
年
間
に
五
五
人（
六
・
四
％
）が
死
亡
し
た
。
こ
れ
は
直
感
的
に
も

か
な
り
大
き
い
。
一
方
、
一
九
八
七
年
の
八
六
五
人（
三
二
・
八
歳
、
九
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）で
一
九
九
三
年
ま
で
に

死
亡
し
た
の
は
二
八
人（
三
・
二
％
）で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
両
グ
ル
ー
プ
八
三
名
の
死
亡
の
う
ち
半
分
が
事
故
処
理

作
業
に
由
来
す
る
と
考
え
る
と
四
二
人
と
な
る
。一
九
八
六
〜
八
七
年
の
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
数
二
〇
万
人
は
リ
ャ
ザ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
一
〇
〇
倍
余
り
な
の
で
、
一
九
九
三
年
ま
で
に
ざ
っ
と
五
〇
〇
〇
人

の
死
亡
と
し
て
よ
い
。
事
故
か
ら
二
〇
年
で
は
数
万
人
の
死
亡
が
あ
っ
て
も
不
思

議
は
な
い
。

　

表
12
の
登
録
集
団
に
つ
い
て
、
疫
学
的
な
追
跡
調
査
が
比
較
的
キ
チ
ン
と
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
図
16
は
、
そ
の
定
期
検
診
で
の
健
康
状
態

で
あ
る
 （30）

。
一
九
九
三
年
か
ら
は
検
診
が
義
務
化
さ
れ
、
一
九
九
六
年
の
受
診
率

は
六
六
・
三
％
で
あ
っ
た
。病
気
持
ち（
第
３
グ
ル
ー
プ
）の
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
の
割

合
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
に
病
気
や
自
殺
が
多
い
の
は
、

将
来
を
悲
観
し
た
り
ア
ル
中
が
多
い
か
ら
で
、
被
曝
が
原
因
で
は
な
い
、
と
し
ば

し
ば
言
わ
れ
る
。
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
き
っ
か
け
が
事
故
処
理
作
業
で

あ
る
な
ら
、
そ
う
し
た
人
々
も
事
故
の
犠
牲
者
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

事故処理作業者（リクビダートル）の健康調査

第１グループ：健康
第２グループ：要精密検査
第３グループ：病気

図16  ロシアの男性リクビダートル
　　　定期検診結果

人

年
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

遺
伝
的
影
響

　

一
九
二
〇
年
代
に
米
国
の
マ
ラ
ー
が
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
に
エ
ッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、
人
工
的
に
突
然
変
異
を
作
り

出
し
て
以
来
、
放
射
線
被
曝
に
と
も
な
う「
遺
伝
的
影
響
」が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
遺
伝
的
な
影
響
と
は
、
親
の
精
子
ま

た
は
卵
の
細
胞
が
被
曝
し
て
遺
伝
子
が
損
傷
を
受
け
、
そ
の
影
響
が
子
ど
も
に
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

広
島
・
長
崎
で
は
、
約
四
万
人
の
被
爆
二
世
集
団
を
対
象
と
し
て
死
亡
率
や
が
ん
死
率
を
調
べ
る
疫
学
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
報
告
で
は
、
一
九
九
九
年
ま
で
に
一
四
三
九
件
の

死
亡（
う
ち
が
ん
死
三
一
四
件
）が
あ
っ
た
が
、
親
の
被
爆
と
の
間
に
着
目

す
べ
き
よ
う
な
関
係
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
  （31）

。
今
の
段
階
で
は
、
被
爆

二
世
に
遺
伝
的
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も（
死
亡
率
と
が
ん
死
率
に
つ
い

て
は
）そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
言
え
る
程
度
で
、
例

数
が
少
な
く
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
広
島
・
長
崎
の
よ
う
に

長
年
に
わ
た
る
組
織
的
な
追
跡
調
査
で
も
そ
の
程
度
の
結
果
し
か
得
ら
れ

て
い
な
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
は
、
移
住
や
ソ
連
崩
壊
後
の
社
会

的
経
済
的
混
乱
な
ど
で
、
被
災
者
登
録
も
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
り
、
大
規

模
な
疫
学
調
査
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ド
ゥ
ブ
ロ
バ
ら
に
よ
る
D
N
A
親
子
鑑
定
の
手
法
を

遺
伝
的
影
響
と
胎
内
被
曝
影
響

図17  非汚染地域と汚染地域での
　　　突然変異率の比較

ウクライナ 英国 ウクライナ ベラルーシ

非汚染地域

汚染地域突
然
変
異
率（
95
％
信
頼
区
間
）
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用
い
た
研
究
結
果
が
注
目
さ
れ
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
汚
染
地
域
に
暮
ら
す
親
子
に
つ
い
て
、
親
子
鑑
定

の
方
法
で
子
ど
も
に
突
然
変
異
が
起
き
て
い
る
割
合
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
図
17
に
示
す
よ
う
に
、
非
汚
染
地
域
に
暮
ら

す
親
子
に
比
べ
突
然
変
異
率
が
有
意
に
増
加
し
て
い
た
  （32）

。
長
期
的
な
汚
染
と
被
曝
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
住
民
の
疾
病
に
つ
い
て
も
組
織
的
な
疫
学
調
査
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

胎
内
被
曝
影
響

　

広
島
・
長
崎
で
は
、
母
親
の
胎
内
で
被
爆
し
た
子
ど
も
た
ち
に
小
頭
症
が
発
生

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
母
親
の
お
腹
の
中
で
胎
児
本
人
が
う
け

た「
胎
内
被
曝
」影
響
で
あ
っ
て
、
遺
伝
的
影
響
で
は
な
い
。
生
ま
れ
て
き
た
子
ど

も
が
も
っ
て
い
る
障
害
は「
先
天
的
障
害
」と
総
称
さ
れ
、
胎
内
被
曝
影
響
も
遺
伝

的
影
響
も
先
天
的
障
害
に
含
ま
れ
る
。同
時
に
、放
射
線
被
曝
が
な
く
て
も
先
天
的

障
害
は
発
生
し
、
そ
の
頻
度
は
新
生
児
の
六
％
程
度
と
さ
れ
て
い
る
  （33）

。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
先
天
的
影
響
は
認
め
ら

れ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
放
射
線
医
学
研
究
所
の
ニ
ャ
ー
グ
ら
は
、

プ
リ
ピ
ャ
チ
市
で
母
親
が
妊
娠
中
に
事
故
が
起
き
、
キ
エ
フ
に
移
住
し
て
き
て
か

ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
脳
神
経
系
の
発
達
障
害
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
  （34）

。
ま
た
、ベ
ラ
ル
ー
シ
先
天
性
疾
患
研
究
所
の
ザ
ツ
ェ
ピ
ン
ら
は
、

図
18
に
示
す
よ
う
に
、
事
故
翌
年
一
九
八
七
年
一
月
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
ダ
ウ
ン

症
が
増
加
し
た
と
報
告
し
て
い
る
  （35）

。
同
研
究
所
の
ラ
ジ
ュ
ー
ク
は
、
一
九
八
七

年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
汚
染
地
域
で
、
多
指
症
な
ど
の
先
天
的
発
達
障
害
が
増

加
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
  （36）

。

遺伝的影響と胎内被曝影響

図18  ベラルーシでのダウン症発症率（1981－1992年）
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
余
り
離
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
事
故
二
日
後
の
四
月
二
八
日
か
ら
二
九

日
に
か
け
て
降
っ
た
雨
が
か
な
り
の
放
射
能
汚
染
を
も
た
ら
し
た
。
被
災
三
カ
国
の
法
令
に
従
え
ば「
汚
染
地
域
」と
指

定
さ
れ
る
、
三
七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
 m2

以
上
の
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染
面
積
は
一
万
二
〇
〇
〇
平
方
km
に
達
し
た
。
リ
ン
コ

ピ
ン
グ
大
学
の
ト
ン
デ
ル
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の
放
射
能
に
よ
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
汚
染

地
域
で
が
ん
が
増
加
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
疫
学
研
究
を
企
画
し
た
  （37）

。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
そ

の
よ
う
な
疫
学
調
査
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
条
件
が
整
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
詳
細
な
汚
染
測
定
デ
ー
タ
、

正
確
な
住
民
登
録
、
そ
れ
に
確
か
な
が
ん
診
断
登
録
制
度
で
あ
る
。

　

ト
ン
デ
ル
ら
は
ま
ず
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
北
部
で
汚

染
を
受
け
た
七
つ
の
州
を
調
査
対
象
に
選
び
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
放
射
線
防
護
局
が
作
成
し
た
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染
地

図
を
用
い
て
、
行
政
の
最
小
単
位
で
あ
る「
地
区
」を
六
つ

の
汚
染
レ
ベ
ル
に
区
分
し
た（
図
19
）。
次
に
、
七
州
の
住

民
登
録
を
も
と
に
、
一
九
八
六
年
に
六
〇
歳
以
下
で
あ
っ

て
、
一
九
八
五
年
一
二
月
三
一
日
と
一
九
八
七
年
一
二
月

三
一
日
に
同
一
住
所
に
登
録
さ
れ
て
い
た
住
民
す
べ
て

を
対
象
集
団
と
し
て
選
び
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
性
別
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
放
射
能
汚
染
地
域
で
が
ん
増
加

図19  セシウム137による地表汚染区
           分、括弧内の数字は地区の数
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年
齢
、
先
行
す
る
二
年
間
の
居
住
地
に
関
す
る
情
報
を
備
え
た
、
一
一
四
万
三
一
八
二
人
の
調
査
対
象
集
団
が
得
ら
れ

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
が
ん
登
録
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
六
年
の
九
年
間
に
調
査
集
団
で
発
生

し
た
が
ん
を
調
べ
る
と
、
全
部
で
二
万
二
四
〇
九
件
の
が
ん
発
生
が
見
つ
か
っ
た
。

　

汚
染
レ
ベ
ル
と
が
ん
発
生
率
と
の
関
係
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
、
汚
染
レ
ベ
ル
と
も
に
統
計
的
に
有
意
な
が
ん
増

加
が
認
め
ら
れ
た（
図
20
）。
が
ん
発
生
の
過
剰
相
対
リ
ス
ク（
図
の
直
線
の
傾
き
に
対
応
）は
、
セ
シ
ウ
ム
137
汚
染
一
〇

〇
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
 m2

当
り
〇
・
一
一（
九
五
％
信
頼
区
間

：

〇
・
〇
三

－

〇
・
二
〇
）で
あ
っ
た
。
が
ん
増
加
の
原
因

が
放
射
能
汚
染
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
観
察
さ
れ
た
が
ん
の
う
ち
八
四
九
件
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の
汚
染
に
よ
る

も
の
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

　

ト
ン
デ
ル
ら
の
論
文
で
は
被
曝
量
は
評
価
し
て
い
な
い
が
、
今
中
の

大
ざ
っ
ぱ
な
見
積
も
り
で
は
、
一
〇
〇
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
 m2

の
セ
シ
ウ
ム

137
汚
染
が
あ
っ
た
と
し
て
、
は
じ
め
の
二
年
間
で
受
け
る
被
曝
量
は
一
〇

〜
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
あ
ろ
う
。
一
〇
〇
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
 m2

当
り
〇
・
一
一
と
い
う
過
剰
相
対
リ
ス
ク
を
シ
ー
ベ
ル
ト
当
り
に
変
換
す

る
と
、
一
シ
ー
ベ
ル
ト
当
り
五
〜
一
〇
の
過
剰
相
対
リ
ス
ク
に
な
る
。
広

島
・
長
崎
被
爆
生
存
者
の
追
跡
調
査
デ
ー
タ
で
は
一
シ
ー
ベ
ル
ト
当
り
約

〇
・
五
な
の
で
、
ト
ン
デ
ル
ら
は
そ
の
一
〇
〜
二
〇
倍
の
リ
ス
ク
を
観
察

し
た
こ
と
に
な
る
。こ
の
ち
が
い
に
つ
い
て
ト
ン
デ
ル
は
、一
〇
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
と
い
っ
た
低
レ
ベ
ル
被
曝
で
は
被
曝
量
・
効
果
関
係
が
直
線
で
は

な
く
、
極
低
レ
ベ
ル
で
効
果
が
大
き
く
な
る
モ
デ
ル
で
説
明
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

図20  スウェーデン汚染地域でのセシウム汚染レ
            ベルとガン発生率：1988̶1996年

スウェーデンの放射能汚染地域でがん増加

相
対
リ
ス
ク（
対
照
群
＝
１
）

セシウム137地表汚染レベル（キロベクレル／m2）
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二
〇
〇
五
年
九
月
、
I
A
E
A
や
W
H
O
な
ど
国
連
八
機
関
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
政
府
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
事
故
二
〇
年
に
向
け
て
の
国
際
会
議
を
ウ
ィ
ー
ン
の
I
A
E
A
本
部
で
開

き
、「
放
射
線
被
曝
に
と
も
な
う
死
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
死
者
と
予
測
さ

れ
る
ガ
ン
死
を
合
わ
せ
て
最
終
的
に
四
〇
〇
〇
人
と
な
る
」と
い
う
報
告
を
発
表
し

た
  （19）

。
こ
れ
を
受
け
て
、
世
界
中
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
健
康
被
害

が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
小
さ
か
っ
た
と
報
じ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
は
、
五
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
本
文
、
環
境
関
係
、
社
会
・
経
済

関
係
、
健
康
被
害
関
係
の
三
つ
の
付
属
文
書（
合
計
約
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
）、
さ
ら
に

一
一
ペ
ー
ジ
の
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
る（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ドU

RL

：

http://w
w
w
.iaea.org/N

ew
sCenter/Focus/Chernobyl/index.shtm

l

）。
死
者

四
〇
〇
〇
人
の
内
訳
が
キ
チ
ン
と
説
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
報
告
書
を

眺
め
て
数
字
を
解
読
し
て
み
る
と
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
死
者
」と
は
、「
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
死

者
」は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、「
事
故
処
理
作
業
者
の
健
康
調
査
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ャ
ザ
ン
州
で
の
事
故
処
理
作
業
者
の
調
査
に
も
と
づ
く
と
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ・フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

：

総
死
者
4
0
0
0
人

  

これまでに確認された死者 56人

急性放射線障害で死亡した人 28人

急性患者で回復した104人のうち後に死亡した人 19人

小児甲状腺ガン患者（約4000人）のうち死亡した人 9人

ガン死数（計算に基づく予測） 3940件

1986－1987年の事故処理作業者20万人（平均被曝量100mSv） 2200件

30km圏事故直後避難民11.6万人（同10mSv） 140件

高汚染地域（15キュリー/km2以上）住民27万人（同50mSv） 1600件
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こ
れ
ま
で
に
数
万
人
規
模
の
死
亡
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
、と
い
っ
た
こ
と
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

小
児
が
ん
の
死
亡
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
八
人
、
ロ
シ
ア
一
人
と
な
っ
て
い
て
不
思
議
な
こ
と
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
死
亡
が

な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
末
に
今
中
は
、
た
ま
た
ま
キ
エ
フ
の
内
分
泌
研
究
所
を
訪
問
し
小
児
甲
状
腺
が
ん
に

つ
い
て
担
当
医
師
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
こ
の
病
院
で
は
約
四
〇
〇
件
の
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
手
術

を
お
こ
な
い
、
こ
れ
ま
で
死
亡
し
た
の
は
一
五
〜
二
〇
人
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
新
た
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
新
た
な
解
析
を
お
こ
な
っ
て
み
た
ら「
が
ん
死
が
大
幅
に
減
っ
た
」

と
い
う
の
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
結
論
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
参
加
し
た
政
府
専
門
家
も「
よ
り
確
か
な
予
測
が
得
ら

れ
た
」と
思
っ
た
ら
し
い
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
を
読
み
込
め
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
上
記
の
評
価
は
、
ガ
ン
死

数
九
〇
〇
〇
件
と
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
一
〇
周
年
I
A
E
A
会
議
で
の
報
告
  （38）

と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
今
回
は
、

″
な
ぜ
か″

汚
染
地
域（
一
キ
ュ
リ
ー
／

 km2

以
上
）住
民
六
八
〇
万
人（
平
均
被
曝
量
七
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）を
評
価
の
対

象
か
ら
は
ず
し
、
彼
ら
に
予
測
さ
れ
る
が
ん
死
五
〇
〇
〇
件
を
さ
っ
ぴ
い
た
結
果
、
四
〇
〇
〇
件
の
が
ん
死
と
結
論
さ

れ
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　

今
中
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
事
故
の
翌
年
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
ん
死
の
数
は
、
一
三
万
〜

四
二
万
件
と
見
積
も
っ
た
  （39）

。
こ
の
数
字
は
、
旧
ソ
連
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
汚
染
デ
ー
タ
を
集
め
、
セ
シ
ウ
ム
137
に

よ
る
地
表
汚
染
に
も
と
づ
い
て
長
期
的
な
被
曝
量
を
評
価
し
が
ん
死
数
を
算
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。対
象
に
し
た
の
は
、

低
レ
ベ
ル
汚
染
地
域
も
含
む
旧
ソ
連
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
七
四
五
〇
万
人（
平
均
被
曝
量
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
四
億
九
〇
〇
〇
万
人（
同
一
・
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）だ
っ
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
と
今
中
ら
と
で
が
ん
死
評

価
の
手
法
は
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
考
え
る
と
き
の
想
像
力
が
違
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

チェルノブイリ・フォーラム報告：総死者4000人
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

I
A
E
A（
国
際
原
子
力
機
関
）は
、
原
子
力
利
用
の
推
進
と
軍
事
転
用
の
防
止
を
目
的
と
し
て
一
九
五
七
年
に
国
連

の
下
に
設
置
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
起
き
て
以
来
、
こ
の
二
〇
年
間

I
A
E
A
が
は
た
し
て
き
た
役
割
は
、
事
故
隠
し
へ
の
加
担
と
被
害
の
過
小
評
価
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
事
故
が
起
き
た

直
後
の
一
九
八
六
年
五
月
八
日
、
当
時
の
I
A
E
A
事
務
局
長
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
事
故
現
場
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
視
察

し
た
。
彼
は
五
月
一
二
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
記
者
会
見
し
、「
ソ
連
の
報
道
は
遅
い
が
ま
ち
が
い
な
い
」と
語
っ
た
。

　

I
A
E
A
本
部
で
は
こ
の
二
〇
年
間
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
関
す
る
大
き
な
国
際
会
議
が
四
回
開
か
れ
て
い
る
。

そ
の
１

：

一
九
八
六
年
八
月　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
検
討
専
門
家
会
議
    （2）

　

会
議
の
前
に
ソ
連
政
府
が
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
も
の
事
故
報
告
書
を
I
A
E
A
に
提
出
し
、
そ
れ
ま
で
の
秘
密
主
義
に
比

べ
、
そ
の
詳
細
さ
は
西
側
専
門
家
を
驚
か
せ
た
。
会
議
で
ソ
連
代
表
の
レ
ガ
ソ
フ
は
、
事
故
の
原
因
は「
運
転
員
に
よ

る
規
則
違
反
の
類
ま
れ
な
る
組
み
合
わ
せ
」で
あ
っ
た
と
し
て
、
六
つ
の
規
則
違
反
を
指
摘
し
た
。
R
B
M
K
炉
の
構

造
的
欠
陥
に
関
す
る
質
問
は
、
ブ
リ
ッ
ク
ス
事
務
局
長
が
間
を
取
り
持
ち
、
米
ソ
で
握
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
   （11）

。
石

棺
の
建
設
な
ど
事
故
処
理
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
停
止
し
て
い
る
三
つ
の
原
子
炉
も
も
う
じ
き
運
転
再
開
す
る
と
発

表
し
た
。
西
側
専
門
家
も
結
局
、
運
転
員
の
規
則
違
反
が
事
故
の
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う
ソ
連
報
告
を
受
け
入
れ
た
。

そ
の
２

：

一
九
九
一
年
五
月　

国
際
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
  （22）

　

一
九
八
九
年
春
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
の
詳
細
な
汚
染
地
図
が
公
表
さ
れ
た
。
ソ
連
末
期
の
民
主
化
運
動
の
高
揚
と

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
役
割
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あ
い
ま
っ
て
、
汚
染
対
策
を
求
め
る
住
民
の
運
動
が
広
が
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
最
高
会
議
は

新
た
に
一
一
万
人
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
汚
染
対
策
を
め
ぐ
っ
て
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
共
和
国
政
府
、
専
門
家
と
モ
ス
ク
ワ
中
央
と
の
対
立
が
深
ま
っ
た
。

困
り
は
て
た
ソ
連
政
府
は
、
救
い
を
I
A
E
A
に
求
め
た
。
汚
染
地
域
の
実
状
を
調
査
し

対
策
を
勧
告
し
て
く
れ
る
よ
う
、
異
例
な
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。
放
射
線
影
響
研
究
所
・
重

松
逸
造
を
委
員
長
と
す
る「
国
際
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
作
ら
れ
、
一
年
間
の

調
査
の
後
に
報
告
会
が
開
か
れ
た
。「
汚
染
に
と
も
な
う
健
康
影
響
は
住
民
に
は
認
め
ら
れ

な
い
。
も
っ
と
も
悪
い
の
は
放
射
能
を
怖
が
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
」と
い
う
結
論
が

出
さ
れ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
専
門
家
か
ら
の
抗
議
は
無
視
さ
れ
た
。

そ
の
３

：

一
九
九
六
年
四
月　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
一
〇
周
年
総
括
会
議
  （38）

　

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
で
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
急
増
し
た
。
事
故

一
〇
年
の
ま
と
め
の
こ
の
会
議
で
は
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
み
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

の
影
響
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
４

：

二
〇
〇
五
年
九
月　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
  （19）

　

事
故
二
〇
年
に
先
手
を
打
つ
か
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告

会
が
開
か
れ
た
。「
事
故
の
総
死
者
四
〇
〇
〇
人
」と
い
う
そ
の
見
解
は
、
専
門
家
、
マ
ス

コ
ミ
に
対
し「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
史
上
最
悪
だ
っ
た
が
、
そ
の
被
害
は
、
以
前
に

言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
」と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
ベ
ル
ベ
オ
ー
ク
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
５
日
後
に
発
表
し

た
、
洞
察
に
富
ん
だ
文
章
を
紹
介
し
て
お
く
  （40）

。

チェルノブイリ事故とIAEAの役割

〈国際的な企み〉　ベラ・ベルベオーク （「エコロジー」誌371号、1986年5月１日）

「この大災害の被害者数の評価を最大限に減らすために、後日専門家たちの国際的企み
がおこなわれるであろう…国際諸機関は、実際には大国の支配のままになっており、見
かけの客観性と中立性を装いながら、大国介入の先兵となろう。この事故はたいしたも
のではなかったと彼らは結論するであろうが、そうなれば、いったい今までの大さわぎ
は何だったということになる…ソ連の責任者は、キチュトム災害の時と同じように、完
全沈黙をおこない、すべての情報の凍結を謀ることもできたはずであるとして、西側の
専門家がソ連の専門家を責めることも後に起こるかも知れない」
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「チェルノブイリ」を見つめなおす

　

一
九
八
六
年
四
月
末
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の
放
射
能
汚
染
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡
大
し
て
い
た
が
、
日
本
ま
で
や
っ

て
く
る
か
ど
う
か
、
当
時
テ
レ
ビ
に
出
て
き
た
気
象
専
門
家
の
意
見
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
否
定
的
だ
っ
た
。
普
段

か
ら
環
境
放
射
能
測
定
を
や
っ
て
い
た
今
中
ら
は
、
半
信
半
疑
な
が
ら
も
、
放
射
能
観
測
態
勢
に
入
っ
た
。
放
射
能

を
最
初
に
検
出
し
た
の
は
、
五
月
三
日
の
夕
刻
か
ら
降
っ
た
雨
だ
っ
た
。

五
月
四
日
の
朝
、
雨
を
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
に
か
け
る
と
、
ヨ

ウ
素
131
の
特
徴
で
あ
る
三
六
一
キ
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ボ
ル
ト
の
ガ
ン
マ
線

が
現
わ
れ
て
き
た
。
図
21
は
、
大
阪
府
熊
取
町
で
五
月
五
日
に
サ
ン
プ
リ

ン
グ
し
た
空
気
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ガ
ン
マ
線
測
定
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
ヨ

ウ
素
131
、
ヨ
ウ
素
132
、
テ
ル
ル
132
、
セ
シ
ウ
ム
134
、
セ
シ
ウ
ム
136
、
セ
シ

ウ
ム
137
、
ル
テ
ニ
ウ
ム
103
な
ど
の
核
分
裂
生
成
物
が
ず
ら
り
と
勢
ぞ
ろ
い

し
て
い
た
   （8）

。
一
瞬
、「
こ
ん
な
空
気
を
吸
っ
て
い
て
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う

か
？
」と
思
い
、
あ
わ
て
て
許
容
濃
度
と
比
較
し
て
「
生
き
て
い
く
た
め
に

は
し
ゃ
ー
な
い
か
」と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
改
め
て
被
曝
量
を
見
積

も
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
の
ヨ
ウ
素
131
の
空
気
中
濃
度
は
一
 m3

当
た
り

〇
・
八
ベ
ク
レ
ル
だ
っ
た
。
こ
の
空
気
を
ま
る
一
日
幼
児
が
吸
っ
て
い
た

ら
、甲
状
腺
被
曝
は
、
呼
吸
量
三
 m3

／
日
、
被
曝
量
換
算
係
数3.7

×10

－3

ミ

日
本
に
飛
ん
で
き
た
放
射
能

図21　5月5日に京大原子炉実験所で採取した
　　　空気フィルターのガンマ線スペクトル

ガンマ線エネルギー（keV）

カ
ウ
ン
ト
／
チ
ャ
ン
ネ
ル

試料採取：1986年5月5日 7:53～17:20
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年

旧ソ連と米国に
よる核実験

セシウム137
ストロンチウム90

つくば
高円寺（東京）

チェルノブイリ事故

ベクレル／m2

中国による核実験

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
ベ
ク
レ
ル
と
し
て
、
〇
・
〇
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（0.8

×4

×3.7

×10

－3

≒0.01m
Sv

）と
な
る
。

こ
の
量
は
個
人
的
に
は「
神
経
質
に
な
る
こ
と
も
な
い
が
無
視
し
て
い
い
量
で
も
な
い
」と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
空
気

中
濃
度
の
変
化
は
11
ペ
ー
ジ
の
図
5
に
示
し
て
あ
る
。

　

日
本
中
が
ほ
ぼ
同
程
度
の
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
。
ヨ
ウ
素
131
に
つ
い
て
の
最
大
値
は
、
雨
水
か
ら
一
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
、
牛
乳
か
ら
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

二
五
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
値
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
長
期
的
に

問
題
と
な
る
セ
シ
ウ
ム
137
の
沈
着
量
は
、
日
本
の
平
均
で
二

〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
 m2

程
度
だ
っ
た
。
図
22
は
、
気
象
研
究
所

が
こ
の
50
年
間
測
定
を
続
け
て
い
る
日
本
で
の
セ
シ
ウ
ム

137
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
の
沈
着
量
で
あ
る
  （41）

。
一
九
八
六

年
の
ピ
ー
ク
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代

に
は
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ
り
世
界
中
で
猛
烈
な
汚
染
が

あ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の
セ
シ
ウ
ム
137
は
、
日
本

で
は
過
去
の
核
実
験
全
体
の
三
％
程
度
に
相
当
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
核
実
験
を
全
部
合
わ
せ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

表
13
は
、
日
本
で
の
一
年
間
の
平
均
被
曝
量
を
見
積
も
っ

た
も
の
で
あ
る
  （42）

。
自
然
放
射
線
レ
ベ
ル（
年
間
約
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）に
比
べ
、
全
身
線
量
は
神
経
質
に
な
る
ほ
ど

で
は
な
い
が
、
乳
幼
児
の
甲
状
腺
被
曝
は
ち
ょ
っ
と
気
に

か
か
る
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。

日本に飛んできた放射能

大人 乳児
外部被曝：全身 0.003 0.003
内部被曝：全身 0.001 0.006
内部被曝：甲状腺 0.15 0.5

表13　チェルノブイリからの沈着放射能による
　　　日本での１年間の平均被曝量　単位：mSv

図22　気象研でのセシウム137とストロンチウム90の沈着量
　　　観察データ（1955～2005）
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″
ソ
連
の
原
発
と
日
本
の
原
発
で
は
構
造
が
ち
が
う″

″
ソ
連
の
運
転
管
理
は
ず
さ
ん
な
の
で
事
故
が
起
き
た″

、
し
か

し
、
日
本
の
技
術
は
優
秀
で
運
転
管
理
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、″
日
本
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
な
事
故

は
起
き
な
い″

と
確
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
び
と
が
い
る
。
そ
う
し
た
人
び
と
で
も
、「
ど
ん
な
原
発
で
あ
れ
原
子
炉

の
運
転
に
と
も
な
っ
て
大
量
の
放
射
能
が
炉
心
に
蓄
積
さ
れ
る
」こ
と
は
否
定
し
な
い
。
要
は
、
放
射
能
の
大
量
放
出

に
至
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　

日
本
の
原
発
は
い
ず
れ
も
国
の
安
全
審
査
に
合
格
し
て
お
り
、「
技
術
的
見
地
か
ら
起
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
事
故

（
仮
想
事
故
）の
発
生
を
仮
想
し
て
も
、周
辺
の
公
衆
に
著
し
い
放
射
能
災
害
を
与
え
な
い
こ
と
」が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
全
審
査
の
実
態
は「
著
し
い
放
射
能
災
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
事
態
は
、
想
定
不
適
当
と

し
て
、
最
初
か
ら
考
慮
し
な
い
」だ
け
の
こ
と
で
あ
る
  （43）

。
そ
し
て
、
も
ん
じ
ゅ
ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
事
故
（
一
九
九
五
年
）

や
東
海
村
J
C
O
臨
界
事
故
（
一
九
九
九
年
）の
よ
う
に
、
安
全
審
査
で
は
ま
っ
た
く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
次
々

と
起
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
原
子
力
の
実
状
で
あ
る
。
日
本
の
原
発
で
も
放
射
能
の
大
量
放
出
と
い
う
事
態

が
起
こ
り
う
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

原
発
で
最
悪
の
事
態
が
起
き
た
ら
そ
の
被
害
が
破
局
的
な
規
模
に
な
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
原
子
力
発
電
に
本
格
的

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
原
子
力
を
進
め
る
側
が
検
討
ず
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
表
14
は
、
日
米
で
お
こ
な
わ
れ
た

原
発
事
故
の
災
害
評
価
と
実
際
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
子
力
産
業
会
議
の
災
害
評

価
  （44）

は
、
日
本
最
初
の
商
業
発
電
炉
で
あ
る
東
海
１
号
炉（
一
九
六
六
年
運
転
開
始
、
一
九
九
八
年
閉
鎖
）を
建
設
す
る

日
本
の
原
発
で
大
事
故
が
起
き
た
ら

47
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に
あ
た
っ
て
、
事
故
が
起
き
た
ら
ど
れ
く
ら
い
の
被
害
が
出
る
か
を
試
算

し
た
も
の
で
あ
る
。
試
算
の
目
的
は
、
原
子
力
保
険
制
度
を
検
討
す
る
た

め
だ
っ
た
が
、
国
家
予
算
規
模
の
被
害
が
予
測
さ
れ
た
。
そ
ん
な
に
大
き

な
被
害
が
出
る
よ
う
で
は
、
電
力
会
社
は
こ
わ
く
て
原
子
力
発
電
に
取
り

組
め
な
い
。
そ
こ
で
、「
原
子
力
損
害
賠
償
法
」を
制
定
し
、
原
子
力
事
業
者

が
保
険
で
支
払
う
賠
償
義
務
の
上
限
を
五
〇
億
円（
現
在
は
六
〇
〇
億
円
）

と
し
、
そ
れ
を
越
え
る
被
害
分
は
国
が
面
倒
を
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
は

じ
ま
っ
た
の
が
日
本
の
原
子
力
発
電
で
あ
っ
た
。
米
国
で
も
同
じ
よ
う
な

災
害
評
価（
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
報
告
  （45）

）が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
試
算
結
果

は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
  （46）

は
二
八
兆
円（
事
故
当

時
の
国
家
予
算
の
三
二
年
分
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
  （47）

は
一
八
兆
円
と
い
う

数
字
を
出
し
て
い
る
。
図
23
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
汚
染
地
図
を
浜
岡

原
発
と
重
ね
た
も
の
で
あ
る
  （48）

。
東
京
あ
た
り
も
高
汚
染
地
域
と
な
っ
て
移

住
が
必
要
と
な
る
。
国
家
予
算
で
も
と
う
て
い
間
に
合
わ
な
い
規
模
の
被

害
と
な
ろ
う
。

表14　原発事故の災害規模
原産会議報告
（1960）

ラスムッセン報告
（1975）

チェルノブイリ
（1986）

電気出力 16万 kW 100万 kW 100万 kW

放射能放出量 1000万キュリー 5億キュリー 4億キュリー

急性死者 540人 3300人 公称28人

急性障害 2900人 4万5000人 公称134人

永久立退き人数
または面積 3万人 750km2 約40万人

約1万 km2

農業制限面積 3万6000km2 8300km2 約3万 km2

損害評価額 約1兆円 4.2兆円 約50兆円

日本の国家予算 約1.7兆円 21兆円 54兆円
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図
23　

浜
岡

原
発

で
大

事
故

が
起

き
た

ら
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日本への輸入食品の汚染の状況と市民による放射能測定

　

厚
生
省（
当
時
）は
、
専
門
家
を
集
め
て
つ
く
っ
た「
食
品
の
放
射
能
に
関
す
る
検
討
会
」が
決
定
し
た
、
セ
シ
ウ
ム
134

と
セ
シ
ウ
ム
137
の
合
計
値
で
一
kg
ま
た
は
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
三
七
〇
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
暫
定
基
準
値
を
輸
入
制
限

値
と
し
て
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
六
年
一
一
月
一
日
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
か
ら
の
輸
入
食
品
の
多
い
五
ヵ

所
の
検
疫
所（
東
京
、
横
浜
、
大
阪
、
神
戸
の
各
港
と
成
田
空
港
）で
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
を
使

い
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
た
。

　

厚
生
省
の
検
査
体
制
に
ひ
っ
か
か
り
、
積
み
戻
し
を
指
示
さ
れ
た
輸
入
食
品
の
リ
ス
ト
を
表
15
と
表
17
に
示
し
た
。

キ
ノ
コ
類
、
ナ
ッ
ツ
類
、
ベ
リ
ー
類
は
セ
シ
ウ
ム
を
取
り
込
み
や
す
い
植
物
で
あ
る
こ
と
、
香
辛
料
や
ハ
ー
ブ
類
は
放

射
能
を
取
り
込
み
や
す
い
性
質
に
加
え
て
乾
燥
重
量
当
た
り
の
濃
度
が
高
ま
る
こ
と
が
、
高
い
汚
染
値
と
な
る
理
由
で

あ
る
。
ト
ナ
カ
イ
な
ど
野
生
動
物
は
汚
染
し
た
コ
ケ
類
な
ど
を
え
さ
と
し
て
食
べ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
産
と
香
港
産
の
ビ
ー
フ
・
エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ト
は
、
原
料
肉
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
産
で
、
製
品
の
原
産
国
、

す
な
わ
ち
加
工
・
出
荷
国
が
第
三
国
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
第
三
国
経
由
の
輸
入
の
ケ
ー
ス
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ

て
検
査
も
れ
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

原
子
力
資
料
情
報
室
に
は
、
輸
入
食
品
の
汚
染
の
実
態
に
お
ど
ろ
い
た
市
民
た
ち
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
そ

し
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
国
の
検
査
体
制
や
三
七
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
と
い
う
暫
定
基
準
値
が
高
す
ぎ
る
こ
と
に

対
し
て
、
厚
生
省
に
対
す
る
申
し
入
れ
や
交
渉
を
重
ね
た
。
検
査
体
制
の
拡
充
、
規
制
値
を
超
え
た
も
の
だ
け
で
は
な

く
検
査
で
得
た
デ
ー
タ
の
開
示
な
ど
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
食
卓
に
あ
が
っ
た
死
の
灰

－

チ
ェ

日
本
へ
の
輸
入
食
品
の
汚
染
の
状
況
と
市
民
に
よ
る
放
射
能
測
定
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表15　日本で積み戻しとなった輸入食品
発表日 食品 産国名 輸入数量 輸入港 放射能濃度

（ベクレル／kg）
第1回（87.1.9） ヘーゼルナッツ トルコ 30t 神戸・横浜 520～980

第2回（87.2.6）
牛胃
セージ葉
月桂樹葉

フィンランド
トルコ
トルコ

1.26t
14.5t
52t

神戸
横浜
神戸・横浜

440
1000～2000
490～720

第3回（87.2.13） トナカイ肉 スウェーデン 0.2t 成田空港 389

第4回（87.3.27） セージ葉
タイム

トルコ
フランス

4t
4.02kg

神戸
東京

1198
1715

第5回（87.5.8）
ヒースの花
セージ葉
月桂樹葉

フランス
ギリシャ
トルコ

8.5kg
3.77t
28t

大阪空港
横浜
神戸・横浜

1425
1758

496～551

第6回（87.5.28） ハーブ茶（カモミール）
アーモンド

スペイン
イタリア

32.4kg
37.5kg

東京
東京

8780
408

第7回（87.6.12）

セージ葉
黒すぐりピューレ
セージ葉
ハーブ茶（ローズヒップ，リンデン）

アルバニア
フランス
ユーゴスラビア
ユーゴスラビア

9.21t
1.5t

99.8kg
18kg

横浜
神戸
成田空港
大阪

1895
425
497

673～955

第8回（87.5.24） ヘーゼルナッツペースト
ヘーゼルナッツ調整品

トルコ
イタリア

5kg
110kg

大阪空港
成田空港

379
390

第9回（87.8.20） ドライハーブ（ヒース） フランス 6kg 成田空港 1072
第10回（87.9.11） 月桂樹葉 トルコ 3.02t 横浜 1042

第11回（87.10.21）ビーフ・エキストラクト
（原料：ブラジル，アイルランド，フランス） ブラジル 2.6t 横浜 622

第12回（87.10.28）ドライハーブ
アイスクリームペースト

ユーゴスラビア
イタリア

19.5kg
576kg

成田空港
東京

536
417

第13回（87.12.22）セージ葉
ヘーゼルナッツペースト

アルバニア
トルコ

4t
72kg

神戸
神戸

417
411

第14回（88.1.20） きのこ（カノシタ） フランス 17kg 成田空港 636

第15回（88.2.15）
きのこ（くろらっぱたけ）
ハーブ茶（ローズヒップ）
ドライハーブ（西洋オトギリソウ）

フランス
ルーマニア
ユーゴスラビア

9kg
2.52t
98kg

小樽
大阪
神戸

755
467
385

第16回（88.6.2） ドライハーブ（スイカズラ）
ドライハーブ（ジュニバーベリー）

フランス
ユーゴスラビア

5kg
10kg

大阪
大阪

776
423

第17回（88.6.14） セージ葉 フランス 4kg 大阪空港 411

第18回（88.7.4） ビーフ・エキストラクト 香港製（アイルラ
ンド原産） 216kg 大阪 379

第19回（88.9.5） セージ葉 ギリシャ 28kg 横浜 397

第20回（88.9.25） きのこ（あんずたけ）
きのこ（あんずたけ）

フランス
フランス

5kg
34kg

成田空港
成田空港

446
707

第21回（88.10.5） きのこ（カノシタ）
ハーブ（エストラゴン）

フランス
フランス

6kg
60kg

成田空港
東京

562～458
432

第22回（88.12.2） ハーブ茶（ダンデリオン） スイス（輸出国） 51kg 大阪空港 579
第23回（88.12.28）月桂樹の葉 スペイン 10kg 横浜 1325
第24回（89.1.11） きのこ（くろらっぱたけ） フランス 10kg 大阪空港 650
第25回（89.1.23） ゼンマイ（乾燥ゼンマイ） ソ連 180kg 新潟 655
第26回（89.4.10） ゼンマイ（乾燥ゼンマイ） ソ連 158kg 横浜 379
第27回（89.10.23）きのこ（あんずたけ） フランス 3kg 成田空港 532
第28回（90.2.28） ハーブ茶（ダンデリオン） スイス（輸出国） 2kg 成田空港 1167
第29回（90.10.3） ハーブ茶（セイヨウノコギリ草） アルバニア 9kg 成田空港 814
第30回（91.2.14） 乾燥きのこ（ヤマドリタケ） ユーゴスラビア 25kg 成田空港 556
第31回（91.3.13） ミックススパイス フランス（輸出国） 8kg 神戸 1028
第32回（94.11.8） 燻製トナカイ肉 フィンランド 42kg 関西空港 388
第33回（98.1.21） 乾燥きのこ（ポルチーニ） イタリア 21kg 成田空港 731
第34回（01.11.8） 乾燥きのこ（ポルチーニ） イタリア 36.1kg 成田空港 418

厚生労働省発表より
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ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
食
品
汚
染
』（
一
九
八
七
年
）『
同
パ
ー
ト
２
』（
八
七
年
）、『
同
パ
ー
ト
３
』（
八
八
年
）、
高
木
仁

三
郎
・
渡
辺
美
紀
子
共
著『
食
卓
に
あ
が
っ
た
死
の
灰

－

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
食
品
汚
染
』（
講
談
社
現
代
新

書
、
九
〇
年
）に
ま
と
め
、
情
報
提
供
を
し
て
き
た
。

市
民
に
よ
る
放
射
能
測
定

　

私
た
ち
は
、
毎
日
食
べ
て
い
る
食
品
の
汚
染
傾
向
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
自
ら
が
測
定
機
関
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
厚
生
省
交
渉
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
市
民
活
動
な
ど
か
ら
学
ん
だ
。
市
民
グ
ル
ー
プ
が
資
金
を
集
め
て
測
定

器
を
購
入
し
た
り
、
自
治
体
に
測
定
器
を
購
入
さ
せ
市
民
が
そ
の
運
営
に
参
加
す
る
な
ど
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
し
、
測
定
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
活
動
で
、
輸
入
食
品
だ
け
で
な
く
、
日
本
産
の
干
し
し
い
た
け
や
山
に
自

生
す
る
き
の
こ
な
ど
に
も
六
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
た
大
気
圏
内
核
実
験
の
影
響
が
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
、
飼
料
用
の

脱
脂
粉
乳
の
汚
染
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
市
民
の
き
び
し
い
監
視
活
動
こ
そ
が
国
や
企
業
に
対
し
、
大

き
な
圧
力
と
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

時
間
を
経
て
、
輸
入
食
品
の
汚
染
が
お
さ
ま
っ
て
く
る
と
市
民
の
関
心
も
う
す
れ
、測
定
依
頼
な
ど
も
少
な
く
な
り
、

活
動
を
ど
う
維
持
す
る
か
の
問
題
に
直
面
す
る
な
ど
、試
練
も
経
験
し
て
い
る
。「
何
の
た
め
に
測
定
し
続
け
る
の
か
？
」

と
根
源
的
な
議
論
も
な
さ
れ
た
。
測
定
装
置
に
も
寿
命
が
き
て
、
買
い
換
え
る
経
済
的
基
盤
が
な
か
っ
た
り
、
自
治
体

か
ら
継
続
す
る
予
算
が
と
れ
ず
に
や
む
を
え
ず
閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

事
故
が
起
き
た
当
時
、
日
本
で
稼
働
し
て
い
た
原
発
は
三
二
基
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
年
経
よ
う
と
す
る
現
在
、
五
五

基
が
稼
働
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
試
運
転
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
再
処
理
工
場
が
本
格

的
に
稼
働
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
常
的
に
大
気
中
や
海
に
放
射
能
が
放
出
さ
れ
る
。
い
ま
、
市
民
に
よ
る
独
立
し
た

本
格
的
な
監
視
機
関
が
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
新
し
い
課
題
で
あ
る
。
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事
故
か
ら
20
年
後
、
現
在
の
輸
入
食
品
の
検
査
体
制

　

厚
生
労
働
省
に
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
以
降
の
積
み
戻
し

と
な
っ
た
輸
入
食
品
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
一
三

件
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
表
16
）。
す
べ
て
キ
ノ
コ

で
、一
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
を
こ
え
る
も
の
が
二
件
あ
っ
た
。

表16　検査体制一覧表 
旧検査体制（1993年１月11日付衛検第10号） 
食品　　　　　　　　　　　　　　　　 国 ヨーロッパ地域
野草及び野草加工品（水煮等を除く）

100％検査
トナカイ肉
香辛料

10％モニタリング検査ビーフエキス
はちみつ

※野草はハーブ及びきのこ
　野草加工品（水煮等を除く）は、ハーブ及びきのこ乾製品。
 
現在の検査体制（1998年12月２日付衛検第223号）

食品　　　　　　　　　　　　　　　　 国 ヨーロッパ地域
きのこ及びきのこ乾製品

100％検査
トナカイ肉
ハーブ及びハーブ乾製品

10％モニタリング検査
ビーフエキス
香辛料

モニタリング解除
はちみつ

表17　日本で積み戻しとなった輸入食品（第35回以降）

違反確定日 生産国 品名 検査値
（ベクレル／ kg)

担当
検疫所

違反重量
(kg)

第35回 2003年7月11日 ロシア 乾燥カバノアナタケ 408 成田 90
第36回 2003年9月25日 イタリア 乾燥ヤマドリタケ粉末 594 関西空港 60
第37回 2003年12月2日 ウクライナ 乾燥カバノアナタケ 833 成田 200
第38回 2004年4月15日 ベラルーシ 乾燥カバノアナタケ 599 成田 105
第39回 2004年4月20日 フランス 乾燥カノシタタケ 525 成田 15
第40回 2004年5月24日 イタリア 冷凍ポルチーニ 1,140 東京 1,000
第41回 2004年6月8日 ロシア カバノアナタケ粉状 460 小樽 313
第42回 2004年8月4日 ロシア カバノアナタケ粉状 387 小樽 202
第43回 2004年12月22日 スロヴェニア 乾燥ポルチーニ 1,003 成田 3
第44回 2004年12月28日 ベラルーシ 乾燥カバノアナタケ 378 成田 81
第45回 2005年2月28日 イタリア 乾燥ポルチーニ 511 神戸二課 168
第46回 2005年9月29日 リトアニア アンズタケ 466 成田 241
第47回 2006年2月2日 イタリア 乾燥ポルチーニ 663 成田 144

（原子力資料情報室の問い合わせにたいする厚生労働省の回答による）
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検
査
体
制
は
、一
九
九
八
年
に
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
い
る（
表
16
）。

　

検
査
対
象
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
。
ト
ル
コ
お
よ
び
旧
ソ
連
の
ウ
ラ
ル
山
脈
以
西（
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
モ
ル
ド
バ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ら
び
に
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ル
山
脈
以
西
を
い
う
）を
含
む
。

東
京
都
に
流
通
し
て
い
る
輸
入
食
品
の
検
査
で
、
国
の
検
査
を
く
ぐ
り
抜

け
て
い
た
３
件
が
判
明

　

東
京
都
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
食
品
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
香
辛
料
、

食
肉
、
ナ
ッ
ツ
類
、
乳
製
品
、
野
菜
、
果
実
、
は
ち
み
つ
、
穀
類
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
品
目
で
、
年
間
六
〇
〇
以
上
の
検
体
を
測
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
一
九
八
九
年
一
二
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
産
ト
ナ
カ
イ
肉
か
ら

三
八
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
、
九
四
年
一
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
産
生
鮮
き
の
こ
、

ピ
エ
・
ド
・
ム
ト
ン（
カ
ノ
シ
タ
）か
ら
八
一
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
、
二
〇
〇

一
年
に
イ
タ
リ
ア
産
乾
燥
ポ
ル
チ
ー
ニ（
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ
）か
ら
四
一
八
ベ

ク
レ
ル
／
kg
の
三
件
が
、
国
の
検
査
を
く
ぐ
り
抜
け
て
流
通
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

五
〇
ベ
ク
レ
ル
／
kg
を
超
え
た
試
料
の
検
出
率
の
年
度
推
移（
図
24
）を

見
る
と
、
一
九
九
七
年
ま
で
下
が
っ
て
い
た
の
が
、
国
の
検
査
体
制
が
大

幅
に
縮
小
さ
れ
た
一
九
九
八
年
か
ら
グ
ン
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

図24　50ベクレル／kgを超えた試料の検出率の年度推移
　　　（都立衛研年報2003）
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
放
射
能
雲
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
直
撃
し
た
。
環
境
中
の
放
射
能
値
が
急
上
昇
す
る
な
か
、

人
び
と
は
混
乱
と
不
安
に
お
そ
わ
れ
た
。

　

西
ド
イ
ツ（
当
時
）で
は
、
四
月
三
〇
日
ベ
ル
リ
ン
で
放
射
能
値
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
放
射
能
の
雲
は
ド

イ
ツ
南
部
へ
と
広
が
り
バ
イ
エ
ル
ン
上
空
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
夕
立
の
雨
が
降
っ
て
放
射
能
が
地
上
に
落
ち
て
き

た
た
め
汚
染
は
と
く
に
ひ
ど
く
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

初
期
の
行
政
現
場
で
は
、
比
較
的
自
由
で
柔
軟
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

し
て
、「
子
ど
も
を
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
」と
か「
外
で
仕
事
を
し
な
い
よ
う
に
」と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
、五
月
二
日
に
牛
の
放
牧
を
ひ
か
え
る
よ
う
農
家
に
勧
告
す
る
と
と
も
に
、牛
乳
一
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
の
ヨ
ウ
素
131
の
許
容
量
を
二
〇
ベ
ク
レ
ル
と
決
め
た
。

　

ハ
ー
ン
・
マ
イ
ト
ナ
ー
物
理
学
研
究
所
で
は
、市
民
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
母
乳
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
一
リ
ッ
ト
ル
中
、

ヨ
ウ
素
131
が
一
五
〇
ベ
ク
レ
ル
、
六
五
ベ
ク
レ
ル
な
ど
と
い
う
値
が
出
た
。
各
地
に
自
然
発
生
的
に「
授
乳
中
の
母
親

の
会
」、「
親
の
会
」な
ど
が
誕
生
し
た
。ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安
全
に
不
安
を
持
つ
親
た
ち
が
、遊

園
地
の
汚
染
度
の
測
定
を
会
社
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
四
万
ベ
ク
レ
ル
／
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
数
値
が
検
出
さ
れ
た
。

　

放
射
能
汚
染
に
対
す
る
国
々
の
対
応
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
原
子
力
に
対
す
る
姿
勢
で
決
ま
る
。
地
方
分
権
が
確
立

し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
州
に
よ
っ
て
食
品
汚
染
の
規
制
値
な
ど
も
大
き
く
異
な
っ
た
。
原
発
大
国
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、

「
放
射
能
の
雲
は
フ
ラ
ン
ス
に
は
来
な
か
っ
た
」と
主
張
し
続
け
、
二
〇
〇
五
年
に
よ
う
や
く
放
射
能
雲
が
通
過
し
た
こ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
放
射
能
汚
染
の
広
が
り
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と
を
認
め
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
一
九
七
八
年
に
完
成
し
た
ツ
ベ
ン
テ
ン
ド
ル
フ
原
発
の
運
転
開
始
を
国
民
投
票
に
よ
り
阻
止
し

た
国
で
あ
る
。
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
葉
も
の
の
野
菜
の
ほ
か
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ト
マ
ト
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な

ど
も
販
売
禁
止
に
し
、
子
ど
も
た
ち
は
砂
場
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
と
具
体
的
な
対
策
を
示
し
た
。
さ
ら
に
政
府
は
、
研

究
機
関
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
暮
ら
す
平
均
的
な
人
が
事
故
後
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
か
ら
う

け
る
被
曝
の
割
合
を
図
25
の
よ
う
に
示
す
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
国
民
に
提
供
し
て
い
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
汚
染
を
き
っ
か
け
に
、

原
発
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
心

配
す
る
市
民
た
ち
を
中
心
に
、
専
門
家
と
と
も

に
環
境
や
食
品
の
放
射
能
測
定
を
は
じ
め
る
と

い
う
動
き
が
国
際
的
に
拡
が
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
で
測
定
値
を
発
表
し
、
市
民
に
向
け
て

注
意
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
た
。

　

現
在
も
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら『
シ
ュ
ト
ラ
ー
レ
ン

テ
レ
ッ
ク
ス
』、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら『
ウ
ン
ベ
ル

ト
』の
発
行
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
〇
三
〜
〇
五

年
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
表
18
に
示
し
た
。
森

林
に
自
生
す
る
キ
ノ
コ
類
、
ベ
リ
ー
類
に
高
い

汚
染
が
持
続
し
て
い
る
。

図25　オーストリアにおけるチェルノブイリ事故による被曝

56

食
品

名
と

産
地

国
測

定
年

検
体

数
測

定
値

平
均

値
焼

き
菓

子
2005

8
0.2～

0.7
0.4

ベ
リ

ー
類

コ
ケ

モ
モ（

ド
イ

ツ
）

2004
3

5.4～
15.9

10.6
コ

ケ
モ

モ（
産

地
国

不
明

）
2004

8
4.1～

62
19.1

コ
ケ

モ
モ

の
濃

縮
液（

産
地

国
不

明
）

2004
5

30～
460

198.6
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー（
産

地
国

不
明

）
2004

1
2.1

ク
ラ

ン
ベ

リ
ー（

産
地

国
不

明
）

2004
3

2.9～
11

6.7
ク

ラ
ン

ベ
リ

ー
の

濃
縮

液
(産

地
国

不
明

）
2004

1
120

ス
グ

リ
の

実
の

濃
縮

液（
産

地
国

不
明

）
2004

1
0.5

野
生

の
ラ

ズ
ベ

リ
ー（

ド
イ

ツ
の

森
）

2004
1

2.2
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー（
ド

イ
ツ

）
2004

1
1.7

コ
ケ

モ
モ

(ド
イ

ツ
）

2005
4

7.8～
103

36.2
コ

ケ
モ

モ
(オ

ー
ス

ト
リ

ア
）

2005
36.2

ク
ラ

ン
ベ

リ
ー（

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

）
2005

2
71.6、11.4

41.5
ク

ラ
ン

ベ
リ

ー（
ド

イ
ツ

）
2005

2
43.2、22.1

32.7
野

生
の

ベ
リ

ー（
ド

イ
ツ

）
2005

1
1.1

野
生

の
ラ

ズ
ベ

リ
ー（

ド
イ

ツ
）

2005
4

0.3～
1.8

0.8
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー（
オ

ー
ス

ト
リ

ア
）

2005
1

0.9
果

物
・
薬

草
・
茶

な
ど

リ
ン

ゴ（
ド

イ
ツ

）
2004

1
0.16

ニ
ワ

ト
コ

の
実（

ド
イ

ツ
）

2004
1

3.2
ザ

ク
ロ

の
実（

ト
ル

コ
）

2004
1

0.33
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ブ
ナ

茶（
産

地
国

不
明

）
2004

1
3.4

ジ
ャ

ス
ミ

ン
茶（

中
国

）
2004

1
0.75

野
菜

カ
リ

フ
ラ

ワ
ー

(ド
イ

ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
1

0.31
フ

ダ
ン

ソ
ウ（

ド
イ

ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
1

0.26
?(ド

イ
ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
1

0.17
ト

マ
ト

(ド
イ

ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
1

0.18
ネ

ギ（
ド

イ
ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
1

0.13
ジ

ャ
ガ

イ
モ（

ド
イ

ツ
・
ベ

ル
リ

ン
）

2004
3

0.087～
0.27

0.17
ナ

ッ
ツ

類
ヘ

ー
ゼ

ル
ナ

ッ
ツ（

産
地

国
不

明
）

2003
1

11
ヘ

ー
ゼ

ル
ナ

ッ
ツ（

産
地

国
不

明
）

2004
1

2.4
ク

ル
ミ

2004
1

0.38
キ

ノ
コ

類
キ

ノ
コ

の
粉

末（
ド

イ
ツ

）
2005
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1986年
4月25日

この日、チェルノブイリ４号炉は、点検修理のため、運転開始以来はじめての原
子炉停止作業に入った。原子炉停止に際して、いくつかの機器の作動テストや特
性試験が予定されていた。その１つに、事故時に非常用ディーゼル発電機が動き
出すまでの ECCS（緊急炉心冷却装置）ポンプ用電源として、タービンの慣性回転
を利用する電源のテストがあった。テストにあたっては、ECCS ポンプの模擬と
して、その電源に主循環ポンプ４台が接続されることになっていた。

25日１時 定格出力（熱出力320万 kW）から出力降下を開始。
25日3時47分 熱出力160万 kW まで出力低下。
25日4時13分
　～12時36分

熱出力150万 kW の状態で、No.7と No.8タービン発電機の調節システム特性と振
動特性の測定を順次実施。

25日13時5分 ２台のタービンのうちの１つ（No.7）を切り離し。

25日14時 ECCS を解除。そのまま出力低下を続ける予定であったが、ここでキエフ給電指
令所の要請により、160万 kW での運転を継続。

25日23時10分 出力降下作業を再開。
4月26日
　0時28分

熱出力約50万 kW で、出力制御系を切り替え（局所出力自動制御系から平均出力
制御系へ）。切り替え中に予定外の出力降下が生じ、出力0～3万 kW まで低下。

0時41分
　～1時16分 No.8タービンを切り離し、タービンの空回転時の振動特性を測定。

26日1時頃 出力再上昇の努力の結果、なんとか20万 kW で出力が安定するに至り、予定以下
の出力で電源テストを実施することになった。

26日1時
　3分と7分

運転中の６台の主循環ポンプに加えて、２台のポンプが追加され、全８台のポン
プが運転に入った。

26日1時
　23分頃

この頃の炉の状況は、反応度操作余裕の低下と低出力にともなう正のボイド反応
度係数の増加などが相まって、一触即発の状態に陥っていたが、運転員がそのこ
とを知る由はなかった。

1時23分4秒

運転員はもう No.8タービンへの蒸気弁を閉じ、慣性回転による電源テストが始
まった。テスト電源に接続されていた４台の主循環ポンプの流量が若干低下し、
炉心での蒸気発生がいくらか増えたが、その効果は、若干の圧力上昇と自動制御
棒の挿入で相殺された。テスト中、炉の出力は安定しており、運転員の操作や警
報の作動をうながすような兆候はなかった。

1時23分40秒 運転班長のアキーモフが、制御棒一斉挿入（AZ-5）ボタンを押した。
1時23分43秒 「出力急上昇」警報と「出力大」警報が発生。
1時23分
　46～47秒

ポンプ電源停止、流量減。気水分離タンク圧力高、水位上昇。「出力制御系不調」
信号。

1時23分49秒 「炉心容器内圧力上昇」信号（圧力管の破壊）。「制御棒駆動電源喪失」信号。
「自動制御棒駆動部不調」信号。

1時24分 運転日誌に、「１時24分、強い爆発、制御棒は原子炉下端まで達せず停止。制御棒
電源停止」

事故経過（1986年4月25-26日）

資料

・運転班長がAZ-5ボタンを押したことが、事故の発端となった（彼がなぜAZ-5を押したかは不明）。すなわち、
制御棒のいっせい挿入によりポジティブスクラムが発生し、停止するはずの原子炉が逆に暴走を始めた。急
激な出力上昇により、燃料棒、さらには圧力管が破壊され、大量の蒸気発生にともなう正のボイド係数の出
現により、さらなる暴走がもたらされた。炉容器内の圧力上昇は、原子炉上部構造物をもち上げ大量のチャ
ンネルを破壊し制御棒を固着させ、万事休すとなった（1991年特別調査委員会報告の見解）。

・目撃者によると、１時24分頃２回の爆発が続いて起き、夜空に向けて花火のような吹き上げがあったという。
・ソ連原子力産業安全監視国家委員会特別調査委員会報告（1991年１月）を中心にして作成。
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資料

RBMK1000炉の仕様
項目 内容

出力 電気出力100万 kW、熱出力320万 kW（発電効率31.3％）
タービン 50万 kW ×２台（冷却系は２ループ）

炉心サイズ

直径11.8ｍ、高さ7.0ｍの円筒形。
・ 炉心の基本構造は、減速材である黒鉛ブロックを積み上げて作られる。
・ 黒鉛ブロックには圧力管チャンネル用の孔があり、圧力管チャンネルは

炉心を上下に貫通する。

黒鉛ブロック
25cm ×25cm ×60cm の直方体、密度1.65g/cm2。
・ 中心に直径11.4cm の上下方向貫通孔。
・ 黒鉛ブロック総重量1700トン

炉心容器サイズ

直径14.52m、高さ9.75m の円筒形。
・ 炉心の上下・円周には黒鉛反射体や鉄遮蔽体があり、それらを囲む炉心

容器（シュラウド）が炉心スペースの気密バウンダリを構成。
・ 炉心スペースの耐圧は1.8kg/cm3。
・ 炉心容器の周辺は、環状の水タンク（厚さ2.4m）があり、さらに充填砂

層があってコンクリート壁に至る。
・ 炉心容器の上下には、上部構造板（直径17m、高さ3m）と下部構造板（直

径14.5m、高さ2m）があり、それぞれチャンネル用の孔が貫通している。
圧力管チャンネル数 1661本

圧力管

外径88 mm、内径80mm。
・ 材質：炉心部はジルコニウム合金で、その上下にステンレス管を溶接。
・ 圧力管の中には、燃料集合体が１体ずつ挿入される。
・ 冷却水は下部から入り、沸騰しながら上部出口から出る。
・ 運転中に圧力管を１本ずつループから隔離して燃料交換する。
・ 黒鉛ブロックとの隙間は、黒鉛リングを用いて密着させる。

制御棒チャンネル数

211本
・ 中性子吸収材：炭化ホウ素。
・ 出力自動制御棒12本、局所出力自動制御棒12本、手動制御棒115本、
　緊急保護棒24本、局所緊急保護棒24本、短尺制御棒24本。

燃料

２酸化ウラン（濃縮度２％）
燃料ペレット：直径11.5mm、長さ15mm。
燃料棒：外径13.6mm、長さ3.5m。被覆管はジルコニウム合金、
　厚さ0.9mm。
・ 炉心のウラン装荷量194トン・ 設計燃焼度：20MWD/kg

燃料集合体
副燃料集合体：長さ3.5ｍ、燃料棒18本を束ねて中心管で固定。
燃料集合体：長さ７m、副燃料集合体２つを上下に連結。
・燃料集合体当りウラン量：114.7kg。

冷却系

冷却材：軽水
・圧力管入口温度：270℃
・ 圧力管出口：温度284℃、圧力70kg/cm2、蒸気含有率14.5％。
・ 主循環ポンプは各ループに４台（１台は予備）、計８台。
・ 炉心冷却材流量：３万7600トン／時。蒸気供給量：5800トン／時。

 ・1986年ソ連政府チェルノブイリ事故報告書をもとに作成。
・RBMK 炉の起源をたどると、原爆用プルトニウム生産のためにソ連で開発された黒鉛炉（F1）に至る。
・世界最初の原発であるオブニンスク原発（5000kW、1954年）は、RBMK 炉のひな型である。
・1958年にはシベリア１号炉（RBMK、10万 kW、1989年閉鎖）、1967年にはベロヤルスク２号炉（RBMK、

16万 kW、1990年閉鎖）と出力増加し、1973年に最初の RBMK-1000であるレニングラード１号炉の運転が
始まった。
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国 発電所名 No 電気出力
（万 kW） 着工 営業運転 現状

ウクライナ チェルノブイリ １号炉 100 1971年 1978年5月 1996.11閉鎖

２号炉 100 1971年 1979年5月 1991.10火事停止

３号炉 100 1975年 1982年5月 2000.12閉鎖

４号炉 100 1975年 1984年3月 1986.4.26事故

５号炉 100 1981年 － 建設中止

６号炉 100 1982年 － 建設中止

ロシア レニングラード １号炉 100 1970年 1974年11月 運転中

２号炉 100 1970年 1976年2月 運転中

３号炉 100 1970年 1980年6月 運転中

４号炉 100 1975年 1981年8月 運転中

ロシア クルスク １号炉 100 1972年 1977年10月 運転中

２号炉 100 1973年 1979年8月 運転中

３号炉 100 1978年 1984年3月 運転中

４号炉 100 1981年 1986年2月 運転中

５号炉 100 1985年 － （建設中運開未定）

６号炉 100 1986年 － 建設中止

ロシア スモレンスク １号炉 100 1975年 1983年9月 運転中

２号炉 100 1976年 1985年7月 運転中

３号炉 100 1984年 1990年6月 運転中

４号炉 100 1984年 － 建設中止

リトアニア イグナリーナ １号炉 150 1977年 1985年5月 2004.12閉鎖

２号炉 150 1978年 1987年8月 2009閉鎖予定

３号炉 150 1982年 － 建設中止

旧ソ連のRBMK型原発

資料
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旧ソ連の主な放射能汚染地域

①チェルノブイリ原発事故
②ウラルの核惨事（マヤック核コンビナートの高レベル廃液タンクの爆発）
③テチャ川汚染（マヤック核コンビナートの高レベル廃液垂れ流し）
④核秘密都市クラスノヤルスク26からのエニセイ川汚染
⑤核秘密都市トムスク７からの放射能汚染
⑥セミパラチンスク核実験場
⑦トツコエ核兵器演習場
⑧セベルドゥビンスクでの原潜修理工場の火災
⑨ニージニィ・ノブゴロドの原潜工場事故
⑩ウラジオストック近郊の原潜基地での臨界事故（1985）
⑪ノバヤゼムリャ核実験場と北方艦隊の放射性廃棄物投棄場
⑫～⑳核爆発「平和利用」の地下核実験

出典：エメリヤネンコフ『“機密”印なしの原子力』（1992年）
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旧ソ連の原子力開発：原爆からチェルノブイリまで
資料

　　　〈ソ連での出来事〉　　　　　　 〈日本での出来事、世界での出来事〉

 ・1895　X 線の発見（レントゲン）
 ・1896　ウラン放射能の発見（ベクレル）
 ・1932　中性子の発見（チャドウィック）
 ・1938　ウラン核分裂の発見（ハーン、ストラスマン）
 ・1940　サイクロトロンによるプルトニウムの生成（シーボーグ）
 ・1942　米国マンハッタン計画開始
 ・1942　世界最初の原子炉臨界（米国シカゴ）
・1943　クルチャトフをリーダーとしてソ連の原爆製造計画はじまる
 ・1945　広島・長崎原爆投下
・1946　ソ連最初の原子炉臨界（モスクワの現クルチャトフ研究所）
・1948　Pu 生産用原子炉運転開始（現マヤック核コンビナート）
・1949　ソ連最初の核実験（セミパラチンスク核実験場）
 ・1952　英国最初の原爆実験
 ・1952　米国最初の水爆実験
・1953　ソ連最初の水爆実験（セミパラチンスク核実験場）
 ・1953　米国大統領「アトムフォーピース」演説
・1954　世界最初の原発運転開始（オブニンスク 5000kW）
 ・1954　日本最初の原子力予算
 ・1954　ビキニ・ブラボー水爆実験
 ・1954　米国最初の原子力潜水艦ノーチラス号就航
・1956　ソ連最初の原子力砕氷船レーニン号就航
 ・1957　日本最初の原子炉（JRR-1）臨界
・1957　南ウラルの核惨事（マヤック核コンビナート）
 ・1957　英国・ウィンズケール炉で火災事故
・1958　ソ連最初の原潜レーニンスキー・コムソモール就航
 ・1960　フランス最初の原爆実験
 ・1961-62　米ソの大気圏内大規模核実験
 ・1963　部分的核実験禁止条約
 ・1963　動力試験炉（JPDR、1.25万 kW）で日本初の原子力発電
・1964　チェルノブイリ型の原型炉ベロヤルスク１号炉（10万 kW）運転開始
・1964　ソ連最初の加圧水型原発ノボボロネジ１号炉（21万 kW）運転開始
 ・1964　中国最初の核実験
 ・1966　日本最初の商業用原発（東海１号炉 16.6万 kW）
 ・1970　敦賀１号炉（BWR36万 kW）、美浜１号炉（PWR34万 kW）
 ・1974　インド最初の核実験
・1974　最初のチェルノブイリ型原発（レニングラード１号炉）運転開始
・1978　チェルノブイリ原発１号炉（100万 kW）運転開始
 ・1979　米国スリーマイル島原発２号炉（PWR、100万 kW）事故
・1984　チェルノブイリ原発４号炉運転開始
・1986.4　チェルノブイリ原発４号炉事故
・1986.8　チェルノブイリ事故に関する IAEA 専門家会議（ウィーン）
 ・1989　福島第二３号炉で再循環ポンプ破損事故
 ・1991　美浜２号炉で蒸気発生器細管破断事故
 ・1991　IAEA チェルノブイリ国際プロジェクト会議（ウィーン）
・1991　チェルノブイリ原発２号炉火災（以降運転停止）
 ・1995　もんじゅでナトリウム火災事故
 ・1997　東海村再処理工場爆発事故
  ・1998　パキスタン・インドの核実験
・1996　チェルノブイリ原発１号炉運転停止
・1996　チェルノブイリ事故10年国際会議（ウィーン）
 ・1999　東海村 JCO 臨界事故
・2000　チェルノブイリ原発３号炉運転停止
 ・2001　浜岡１号炉で ECCS 配管爆発事故
 ・2002　東電のトラブル隠し発覚
 ・2004　関電・美浜３号炉２次系破断事故
・2005.9　チェルノブイリ・フォーラム事故20年国際会議（ウィーン）
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第２石棺建設計画

　「第２石棺」の基本的設計は終了し，現在国際入札がおこなわれている．

2011年完成予定で，費用は７億ドル（約800億円）．G7などが出資した

シェルター基金でまかなう．アーチの総重量は約２万トン．

第２石棺アーチのフレームと大きさ

第２石棺完成予想図
上：アーチ完成後に横にスライドさせる　下：現在の石棺を覆ったアーチ

出典：クリュチニコフ『シェルターの現状』（2006年）
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賛助会員（総会での議決権なし　他の
サービスは基本的に賛助会員と同様）

・原子力資料情報室通信、ブックレット、公開
　研究会などの案内の送付・書籍の割引など 6,000円 / 年

『通信』購読会員 ・原子力資料情報室通信のみの送付 3,500円 / 年

NUKE INFO TOKYO 賛助購読（サービ
スとしては購読のみと同一です） ・NUKE INFO TOKYO の送付 5,000円 / 年

NUKE INFO TOKYO 購読のみ（サービ
スとしては賛助購読と同一です） ・NUKE INFO TOKYO の送付 3,000円 / 年
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